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三尾　 聖者廟空 間におけるアイデ ンティテ ィー ・ポ リテ ィクスの生成 とその回避
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　　　　　　ポ リテ ィ ク ス の 生 成 とそ の 回 避インド

・ラージャスターン州メーワール地方のスーフィー的聖者廟の事例
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 Ethnographical Considerations on the Mausoleums Related with 

      the Sufism in the Mewar Region of Rajasthan, India

Minoru Mio

　 この論文では,インド 西部メーワール地方にあるスーフィー聖者のヒンド

ゥーの弟子たちを葬った2つ の墓廟への信仰に関する民族誌的調査に基づき,

同地方の生活宗教的な宗教実践の動態の把握を試みた。

　 コミュナリズムが政治的言説として支配的とな りつつある南アジアにおいて

は,日 常生活に根差 した宗教実践もコミュナルな言説 と無関係ではなくな り,

宗教空間や信仰に関おる行為を特定の宗教イデオロギーと関連づけ,そ れ らの

アイデ ンティティーを純化 しようとする動きが顕著になっている。

　この論文が対象 とする墓廟に眠る2人 の宗教者は,高 カース トのヒン ドゥー

でありつつ,ス ーフィズムの聖者を師とするという,コ ミュナルなアイデンテ

ィティーの分断線の狭間を生き抜いた。その墓廟はコミュナ リズムが高揚する

1980年 代末から90年 代にかけて造営されたが,そ の空間の構成やそこでの宗教

的実践はスーフィズム的要素とヒンドゥー的要素が巧みに融合された形 となっ

ている。

　論文では墓廟に眠る聖者やその弟子たちが,コ ミェナルな言説 と交渉 しなが

ら,自 分たちの宗教的実践をいかに維持 してきたかを,墓 廟の意味空間の分析

や弟子たちとのインタビュー によって把握する。その結果,ヒ ンドゥーとイス

ラームの境界にあって独自の宗教的実践を強固な意志で維持 しつつコミュナ リ

ズムが要請する近代的主体への自己の回収をも回避するという,メ ーワール地

方の聖者廟信仰の特質が明らかとなる。
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   Based on field research on the beliefs related to two mausoleums of 

Hindu disciples of a Sufi saint in the Mewar region of western India, this 

article aims to describe the dynamism of daily religious practices in this 

region. 

   In south Asia, communalism is becoming the dominant political 

discourse, and is beginning to have a strong effect on the religious 

practices of everyday life. Religious places and activities are connected 

to a specific religious ideology, and their natures require clarification 

under the influence of the communal discourse. 

   The two saints interred at the mausoleums served the Sufi saint as 

disciples, although they were high caste Hindus, and they lived through 

the liminality between the communal boundaries of Hinduism and 

Islam. The mausoleums were constructed from the end of the 1980s 

through the 1990s, when communalism was resurgent in India. Their 

structure and the religious practices observed at them, however, cleverly 

fuse both Sufi and Hindu elements. 

   This article tries to show how the saint and his disciples struggled to 

create and sustain their own religious practices and negotiate with com-

munal discourse, by analyzing the symbolism of the mausoleums and 

interviews with the disciples. It makes clear that the followers of these 

mausoleum beliefs are firmly preserving their liminal religious practices 

between Islam and Hinduism, and avoiding the influences of the com-

munal doctrines.

1問 題 の所 在

　 1.1聖 老 廟 と ア イ デ ソテ ィテ ィー ・ポ リ

　 　 　 テ ィクス

　 1.2　 バ バ ・デ ィ ワナ ・シ ャー廟 の沿 革

2　 パ リ ・ラー ム の聖 者 廟

　 2.1変 成 す る墓 廟

　 2.2　 パ リ ・ラ ー ム　 　 開か れ た ア イ デ ン

　 　 　 ア イア イ ー

　 2.3　 バ リ ・ラ ー ムの 昇 天 と埋 葬

3　 デ ヴ ィ ・ラ ール の聖 者 廟 の 成 立 と発 展

　 3。1デ ヴ ィ ・ラ ール の生 涯

　 3.2　 デ ヴ ィ ・ラ ール の聖 者 廟 の発 展

4聖 者 廟 の ア イ デ ソテ ィテ ィ ー ・ポ リテ ィ

　 クス と そ の 回避

　 4.1デ ヴ ィ ・ラ ー ル の聖 者 廟 を と りま く

　 　 　 信 仰 と政 治

　 4.2再 び バ リ ・ラ ー ム の聖 者 廟 へ 宙

　 　 　 吊 りに され る信仰 空 間

5結 　 　論
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三尾　 聖者 廟空間におけるアイデソティティー ・ポ リテ ィクスの生成 とその回避

1問 題の所在

1.1聖 者 廟 とア イ デ ソテ ィテ ィ ー ・ポ リテ ィ クス

　 この論 文は,イ ソ ド・ラージャスター ン州南東部 メー ワール地 方における フィール

ドワークに基 づ き,ス ーフィズムの伝統 に連 なる ヒン ドゥーの聖 者廟 における弟子や

信者 たちの信仰 に関わる行為や言述 につ いて の民族誌的な記 述 ・分析 を通 じて,宗 教

ナシ ョナ リズ ムが政治的言説 として支配的 とな りつつあ る現 代南 アジアにおけ る,日

常生 活に根差 した宗教実践 の動態の把握を 目指す ものである。

　 イ ン ドにおけ るス ーフィー聖者廟は,イ ス ラームの伝統 に基盤 を置 く宗教空間であ

りなが ら,こ こに眠 る聖者 の霊的な力にすが って悪霊払 いや病 の癒 しあるいは様 々な

願 い事 をかなえ ることを望む ヒン ドゥーが多数参 集す る とい う特徴 を もつ。つ ま り,

日常 的な宗教的実践 の中で ヒソ ドゥーとムス リムの交流 が現実 に生 じ,ま たイ スラー

ム的 とも ヒソ ドゥー的 ともいいきれ な い多様 な宗教的実践 が交錯す る空間 として,

ス ーフィー聖者廟は南 アジアの宗教空間の中では特異 な地位 を占めて きた。

　 メー ワール地方の小 さな商業都市 カパ ーサ ソの郊外 にあるババ ・デ ィワナ ・シャー

(Baba　 Diwana　 Shah,以 降 特に断 りのない限 り本論文 では ババ ない しババ ・デ ィワナ

・シャー と表記す る)の 聖者廟 もその ような宗教的実践の場の1つ であ った
。しか し,

1980年 代 後半か らイ ン ド社会において宗教 ナ シ ョナ リズムの言説が急速 に広 まる過程

と歩調を合わせ るよ うに して,バ バの聖者廟 は純粋 なイスラーム的空間へ と変貌 を遂

げ つ つ あ る。 そ の過 程 に つ い ては,既 に別 の拙 稿 で 検討 を加 えた(三 尾1998;

2000a)が,こ こでは本論 で対 象 とす る聖者廟 にも深 く関連 す る問題 と して,宗 教 ナ

シ ョナ リズムがイ ン ドの宗教空 間のあ り方 に与>xた 影響について簡 単に まとめてお き

たい。

　イ ソ ドにおけ る宗教ナ シ ョナ リズムは19世 紀後半以降政治状 況の変動 に合わせ て何

度か高揚期 と退潮期を迎 えてきたが,80年 代 後半以降 イ ン ド人民党(BJP)な どのキ ャ

ソペ ー ソを通 じて ヒ ソ ドゥー ・ナシ ョナ リズムが広範な支持を集める中で,現 代 イ ン

ドの政治 ・社会における支配 的言説 となった。イ ソ ド人民党に代表 され る ヒン ドゥー

・ナ シ ョナ リス トは ,外 にムス リム とい う敵を,ま た内に 「母 なるイ ン ドの大地に生

まれ」数千年 に及 ぶ ヒン ドゥー教 の伝統に育 まれ て きた人hを 想像 し,汚 れな き 「ヒ

ン ドゥー」 に よるイ ソ ド国家を建設す ることを呼びか けた。 まさに ヒン ドゥーに よる

�s



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　国立民族学博物館研究報告　　26巻4号

「想像の共同体」 の建設 こそが彼 らの 目標であ った。彼 らに よれば,イ ス ラーム教 も

ムス リムもイ ソ ドに とっては異物 であ り,栄 光に満 ちた ヒン ドゥーの伝統 を汚す もの

であ った。そ して,独 立 以来 イ ソ ドの政権を担 って きたイ ソ ド国民会議派 の標榜す る

世俗主義は実際の ところは ヒソ ドゥーを軽視 し,ム ス リムな どの少数者 を偏重す る も

ので ある と攻撃 した1)。彼 らの訴 えは,ラ ジーヴ ・ガ ンデ ィー政 権下での経済改革以

降急速に数を増 し,豊 かにな った都市部 の中産 ヒソ ドゥーを中心に急速 に支持 を拡大

してゆ く。

　イ ソ ド人民党の掲げ るヒソ ドゥー ・ナ シ ョナ リズムが都市部を中心に支持を得 たの

は,田 中が指摘す るよ うに(田 中1995)aイ ン ドの近代的な経済発展を促進 す るよ う

な主張が含 まれていたか らだ と考 え られ る。 中で も重要 なのは,言 語や カース トな ど

の相違を越 えた均質な国民を創 り出 さなけれぽ な らないとい う主張であ った。 また ヒ

ン ドゥー ・ナシ ョナ リズムは親族 や カー ス トな どの伝統的な社会紐帯を否定 し,そ こ

か ら近代的な個人の析出を促す一方 で,そ の個人 に伝統的な共同体に代わ る新たな共

同体 を提示 しよ うとして きた とい う特徴 を合わせ もっている2)0

　 ヒ ン ドゥー ・ナシ ョナ リズムが大衆的支 持を集め た も う1つ の大 きな要因 として

は,ナ シ ョナ リス ト勢力がいわゆ るアヨーデ ィヤ問題 を政治的 な中心課題 とし,大 衆

動員 に成功 した こ とが挙げ られ る。 アヨーデ ィヤ ・キ ャンペー ソの成功 の理 由には,

メデ ィア と儀礼的行為 とを巧みに ミックスし大衆 の想像 力に訴 えた宣伝戦略 の巧妙 さ

が よく指摘 され る3)0筆者 は,そ れ に加 えて,こ のキ ャンペー ソでは アイデ ソテ ィテ ィー

の強 化が宗教空間 の境界の問題 と巧みに重ね合わ され た点 も大衆 の支持を拡大す る大

きな要因だった と考 える。 自他 のアイデ ソテ ィテ ィーの厳格 な区分 とい う本来抽象的

なアイデ ソテ ィテ ィーの問題は,ア ヨーデ ィヤとい う神話的磁 力を帯 びた場所 の占有

とその純粋 な ヒン ドゥー化 とい う具体的 ・物理 的な問題 に転化 され ることで,大 衆へ

の訴求 力を もつに至 った と考え られ るのであ る(三 尾2000a:141-142)。 自他の境界

が 明瞭 な個 人主義 的主体の成立 を要請す る点で,ヒ ン ドゥー ・ナ シ ョナ リズムは グ

ローバ リゼ ーシ ョンへの応答 として西欧近代主義的な アイデ ソテ ィテ ィーの確立を促

す ものであ った といえるだ ろ う4)0

　 80年 代 後半 の宗教 ナ シ ョナ リズムの言説は,ま ず ヒソ ドゥー ・ナ シ ョナ リズムの形

を取 ってイ ン ド社 会を席巻す るに至 った。 しか し,そ れに対応す る形 で ムス リムの側

に も,南 ア ジアの ムス リムの文化的斉一・性 と連続性を強調 し,ム ス リムとしての純粋

な アイデ ンテ ィテ ィーを強化 しようとす る動 きも顕著 とな って きた とい う指摘 もあ り

(Hasan　 1998:15-16),宗 教 ナシ ョナ リズムは単に ヒン ドゥーのみの言説では な くな っ
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てい る。 ヒン ドゥーとムス リム とを問わず,純 粋 な宗教的 アイデ ンテ ィテ ィーを もっ

た諸個人か らな る 「宗教共 同体」 をイメージ し,同 様な他の 「宗教共 同体 」 との境界

線の明確な断絶 を求め,対 抗す る 「宗教共 同体」に対す る優越 を強調 しようとす る言

説 を,以 後,イ ン ド独 自の用語 法に基 づいて 「コ ミュナ リズム」 と呼ぶ ことに しよ

う5}0

　 カパーサ ンのパパ ・デ ィワナ ・シ ャーの聖者廟の アイデ ンテ ィテ ィーは,ま さにこ

の コ ミsナ リズムがイ ン ド社会全体を覆 う状況において問題化 し,ム ス リムの側が宗

教空間の純 粋なイス ラーム的 アイデ ンテ ィテ ィーを求め る中でイス ラーム化 した もの

であ った。

　 しか し,拙 論 で触れ た よ うに(三 尾2000a=171-173),イ ス ラーム化が進行す るバ

バの聖者廟 の外側 では,バ バ に ヒソ ドゥーと して仕えた弟子 の墓廟が ,コ ミュナルな

言説 に よる信仰空 間の支配を避け るかの よ うに建設 され た。 ここには,バ バの以前の

聖者廟 とはまた異 なる形 で,ヒ ン ドゥー的 ともイス ラーム的 ともつか ない独 自の宗教

空 間が姿 を現 している。さらにその後,カ パーサ ンか ら遠 く離れた別の町の郊外 に も,

この弟子 のそのまた弟子(こ ちらも ヒン ドゥーである)の 墓廟が営 まれ る ようにな っ

た。 またカパーサ ソにおけ るババの弟子の廟 もよ り複雑 な構造 を備 えた墓廟に改築 さ

れ るな ど,イ スラームに連な るス ーフィズ ムとヒン ドゥー的宗教実践 とが融合 しあ う

ような境 界的信仰空間が維持 され,ま た発展 させ られ て きている。

　 スーフ ィー聖者廟やそ の伝統に連な る墓廟 におけるムス リムと ヒン ドゥーとの関係

や,ヒ ン ドゥーにとって のス ーフィー聖者廟信仰 の意味 に関す る先行研究は,研 究の

数 自体 が非常 に限定 された もの とな ってい る。 またそれ らの先行研究は,廟 信仰への

ヒン ドゥーの参加 自体が限定的な ものに とどま り,か つ ヒン ドゥー的な浄 ・不浄の世

界観 の中でスーフ ィー聖者が劣位 に位置 づけ られ る とい う極端に ヒソ ドゥー中心主義

的 な捉 え方(van　 der　Veer　1994b:207)か,逆 に聖者廟その ものが ヒソドゥーの神 の地

を制圧 した とい う世界観の上に成 り立 っている とい うイスラーム中心主義的な観点 か

らの把握(Currie　 1989:..iの ど ちらかに なることが多か った。つ ま り,中 心 の軸足

を どちらか に置 くかの違 いはあ って も,中 心 になる宗教伝統が他方を劣位 者 として包

摂す るとい う形での静態的な構造 として両者 の関係を捉え る見方が主流 とな って きた

のであ る。

　我hの 対象 とす る聖者廟 においては,ヒ ソ ドゥーの参加は限定的ではな く,廟 信仰

の中心的役割を果た している。 また ヒソ ドゥー教的世界観 とス ーフィズム的世界観 と

は,ど ちらかが も う一方 を包摂す る ような関係にあ るのではない。む しろ廟信仰 の当
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事者たちは,「超人間的な力を引き出すために,(ヒ ン ドゥーやイスラームの)効 力の

あるあれ これの方策を恣意的に用い」(Eaton　1993:281),意 図的に ヒンドゥー教的 と

もスーフィズム的ともいいがたい境界状況的な宗教空間を作 り出そ うとしているかの

ようなのである。

　イー トソの研究はコミュナ リズムが社会を覆 う以前のべソガル農村部における宗教

的実践のあ り方に焦点が合わせられている。 しか し,本 論で取 り上げる聖者廟は,宗

教の政治化が急激に進行して,コ ミュナ リズムの言説が社会を生きる人々の多くに内

面化されつつある状況の中で成立したものである。

　本論の目的は,上 記のような国家や社会の大きな動きの中で境界状況的な信仰を実

践する人々が,自 らの信仰をどのように捉え,自 らを取 り巻 く大状況とどのように交

渉 しながら,自 らの宗教実践をいかに維持しようとしているのかを,民 族誌的に明ら

かにすることにある。

　異なる2つ の宗教の間の交流や宗教的実践の融合を指す概念 としては,シ ソクレ

ティズムという用語が最も一般的であろ う。 しかし,こ の用語は融合 した宗教的実践

が何らかの実体的体系を備えることを含意す る危険がつきまとう(Mayaram　 1998:

287-288)。 我 々の事例では,宗 教的実践のあ り方や意味つげは周囲の状況 との応答の

中で常に変動 してお り,何 らかの教義体系が実体的に存在 しているわけではない。 ヒ

ソドゥー教的世界観や実践とイスラーム的なそれらとが混濡する状況は確かに見出せ

るが,我hは それを常に動態的な過程 として捉えなけれぽならない(Shaw　 and

Stewart　1994:7}o

　広 く異文化間の融合という現象を指す概念としては近年 「ハイプリデ ィティ」 とい

う用語 も定着 しつつある。 この概念は,体 系化した既存の宗教や言語の境界が侵犯さ

れ,越 境的な空間において異種混濡性が生ずる状況に注目したものであるが,基 本的

には大量の移民,異 文化間の婚姻,超 国家的なアイデンテ ィティーなどによって特徴

づけ られる現代先進諸国の都市的状況に限 って用 いられて きてお り(Mayaram

l998:286-287),そ の意味で汎用性が うすい。また大杉が指摘するように,ハ イブリディ

ティはポス トモダソな文化状況を読み解 くキー ・コンセプ トとして多用されながら,

異種混濡状況を意図的に生きる人々の背後にそこから脱け出したはずの近代的な 「主

体」をひそかに措定 し,そ の 「戦略的計算」を強調するとい う矛盾を抱え込んでい

る6)0

　本論文で取 り上げる聖者廟信仰に中心的な関与をしてきた信者たちの廟の造営や廟

における宗教的実践にのぞむ態度に,現 代南アジアの状況を生き抜 くための戦略的計
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算を読み込むことは客観的には可能かもしれない。 しか し,本 論で詳述するように,

当事者たちは自らの宗教的実践の創造や維持における主体性を否定する。筆者はこの

ようにまさにヒンドゥーとイスラームのはざまにあって独自の宗教的実践を維持 しつ

つ,なﾘ自 らの主体性を否定することにこそメーワール地域の聖者廟信仰の特質が見

出せると考えている。

　 コミュナ リズムの要請する近代的主体への自己の回収を避けて,は ざまに維持され

る信仰の実践を指す概念として,本 論ではマーヤーラームにならって 「境界状況的宗

教実践」 とい う用語を用いてゆ くことに しよ う(Mayaram　 1998:288-289;ま た

1997:36-39)。 マーヤーラームはラージャスターソ州北東部からデ リー近郊にかけて

の地域に暮らすメナの宗教的実践のあ り方を指 してこの用語を用いている。 メオの宗

教的実践は持続的な共同体に基盤を置 くものであ り,そ れ故にマーヤーラームの論考

では境界的曖昧さを強固に維持 しようとするメオの実践が土着的 ・伝統的傾向として

強調されて捉えられている。本論で取 り上げる宗教的実践は共同体に基盤を置 くもの

ではなく,む しろ新興のセクト型の教団における実践 という性格が強い。本論は,境

界状況的宗教実践は,共 同体の伝統に基盤を置かなくとも,コ ミュナリズムへの応答

として現代的な状況においても生 じうることを示す ものである。

　本論文は全部で5章 からなる。序章に続 く第2章 では,カパーサンにあるババ ・ディ

ワナ ・シャーの一番弟子の墓廟を取 り上げ,こ こに眠る聖者の行動や墓廟の構造に関

する記述 ・考察を通 じて,こ の廟に展開する宗教実践の特異な性格を整理する。第3

章では,第2章 で取 り上げた聖者の愛弟子の墓廟を取 り上げる。 ここでは,第2章 の

廟とはまた微妙に異なる形で境界状況的な宗教実践が維持されてきた。その成立過程

を捉えるとともに,こ の廟の成立が第2章 で取 り上げる墓廟の現在に大きな影響を与

えることになった背景を把握することがこの章の目的の1つ となる。第4章 では2つ

の墓廟をとりまく信仰 と政治の状況を総合 し,結 論にあたる第5章 と合わせてこれら

の墓廟の宗教実践の特質を検討する。

　本論の主たる対象である2つ の聖者廟についての記述に入る前に,次 節でこれらの

廟信仰の出発点 となったババ ・デ ィワナ ・シャーの聖者廟の沿革7)を 簡単にまとめて

おくことにする。

1.2バ バ ・デ ィ ワナ ・シ ャ ー廟 の 沿 革

　ババ ・デ ィワナ ・シャーの聖者廟は,メ ー ワール地方 の中心都市 ウダイプール と古

都チ ッ トール ガルを結ぶ幹線道路 の中間 に位置 す る商業 都市 カパーサ ンの郊外 にあ
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る。廟の敷地面積 は現在 の建物群 の周 りにあ る草地 も含めて30ビ ガ ー余 り(1ビ ガー

は約0.74ha)で,面 積 だけか らいえば ラー一ジ ャスター ソで も最 大規模 のスー フ ィー

聖者廟 であ る(写 真1)。 廟 の建設は1940年 代 末頃 か ら始 ま ったが,そ れ以前 にパパは

カパ ーサ ンで長い間活動 を続 け,多 数 の弟子が彼の もとに集 まるようにな っていた。

　記録 に よると8),・ミ・ミは1875年 頃 今 日の グジャラー ト州 の小 さな町に生 まれ,聖 者

に な る前 の名 をアブ ドゥル ・ラジ ャク(Abdul　 Rajak)と い った。彼 の家庭は精肉加

工 を伝統的職業 とす るカサイ ・ビラー ダ リーに属 してお り,こ れは ムス リムの ビラー

ダ リー としては比較的低い社会的地位 にある と一般的 に見 なされて いる。比較 的平凡

な青少年時代を過 ごし,結 婚 して1男 を もうけた後,1900年 頃 女性問題を きっかけ と

して家庭生活 を放棄 し,修 行に入 る。

　修行生活 の詳細 はは っ きりしないが,お そ らく1920年 代 末頃 に メー ワール地方の ク

リシュナ信仰 の中心地 ナ トゥ ドワラ近郊において,ス ーフィーの リフ ァイー教団の聖

者 の もとで見神体験 を成就 し,自 らも聖者 とな った。その後,彼 は師の指示 でババ ・

デ ィワナ ・シャーと改名 し,1930年 代 初頭には カパ ーサ ンに移住 して弟子 を集め るよ

うにな った。

　 パパの弟子には初期か らヒソ ドゥーが多 く,中 で も有力な弟子 とな ったのがバ リ ・

ラーム ・クマ ワ ッ ト(Hari　 Ram　 Kumawat)や,ー マンギー ・プール ・ヴャース(Mangi

写 真1バ バ ・デ ィ ワナ ・シ ャ ー廟 の 建物 群
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Lai　Vy縱)な どであ った。弟子たちの多 くはバ ラモ ソで,そ の 多 くは教員や地方官僚

にな ってお り,当 時 のメー ワール社会では知的エ リー ト階層 に属 していた と考え られ

る。メー ワール に隣接す るシロヒ藩王 国のマハ ラジ ャもバ・ミの熱心な弟子であ った し,

メ ーワール藩 王 もしば しぼ使者 をババの寓居の もとに遣 わ していた とい う。一方,バ

バの ムス リムの弟子 は多 くが チーパ(ChiPa)と い うムス リムの中では中下層 のビラー

ダ リー出身者 が多か った。例えば イサ ー ク ・チ ーパ(ls緻　 ChiPa)と そ の家族 や,マ

フムー ド・チ ーパ(Mahum棈　 Chipa)な どが古 くか らのムス リムの弟子 であ った。彼

らは スーフィーの伝統的 な儀式を行 ってババの正式な弟子,ム リヅド(murid)と な っ

た9)0バ バ の弟 子たちは,ヒ ソ ドゥーや ムス リムの別な く師弟問 の人格 的な親愛 を基

礎 とした信仰集 団を形成 していた。

　 ババの昇天は西暦1944年 の2月6日 に成就 された。

　 ババの昇天後,彼 が 自らの墓廟建設のために購入 してあ った土地 の所有権をめ ぐっ

て,バ バの孫娘 や弟子た ちの間に紛争が生 じる。 しか し,バ バに最 も深 く愛 され,ま

たババ に最 も深 い敬愛 を捧げ たのは 自分 たちをお いて他には ない と主張 したバ リ ・

ラームとマ ソギ ー ・ラールが最終的に土地の管理運 営権を確保 し,バ バへ の深 い敬愛

の表現 としての聖者廟 の建設 に湛進す ることにな った。

　 墓廟 建設 にあた って指導的立場に立 ったのはバ リ ・ラームであ った。バ・ミの昇天を

記念す る年 祭 ウル ス('urs)も この頃か ら開始 された。 ウルスには ム リッ ドたち も積

極的に協 力 したが,ウ ルスの最 も重要な儀礼は この頃か ら既 にバ リ・ラームに よって

執行 されていた。

　 1950年 代末 には,バ バが バ リ・ラームの夢の中で墓廟だけではな く付属 の様 々な施

設 も造 るよ うに と指示 し,以 後聖者廟建設が本格化す る。何 を どこに どの ように建設

すべ きかの指示 はその度 に全 てババが夢でバ リ ・ラー ムに伝 えた とい う。

　 廟の建設 は順調 に進み,1970年 代 初め,巨 大な正門(ダ ル ワーザー)の 竣工を もっ

て一応廟 の基 本的 な建設が終了 した。 この頃か ら,パ パの墓 に宿 る霊 力による救済 ・

願掛けのために聖者廟 を訪れ る一般参詣者が増加す るよ うにな った とされ る。 また,

こ の頃か らパパの高弟 であ った ヒン ドゥーの弟子たちが,バ リ ・ラームを も師 と仰 ぐ

よ うにな る。 デ ヴ ィ ・ラール ・オ ジ ャ(Devi　 Lal　ojha)や オ ーム ・プラカー シュ ・

ヴャース(Om　 Prak縱h　 Vy縱)氏 な どのバ ラモ γがバ リ ・ラームの有力な弟子 とな っ

ていった。一 方,ノ ミバ の初期 の頃か らの有力な弟子であ ったマ ソギー ・ラールは,パ

リ ・ラームとい さかい を起 こし,廟 の信者 集団か らは次第 に排斥 され る ようにな っ

た。
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　 70年 代 以降,聖 者廟信仰 はバ リ ・ラーム とい う指導的宗教者の もとで,一 応の安定

期 に入 る。 しか し,1987年10月 に彼が昇天す る と,聖 者廟その もの も,ま たその信仰

集団 も新 しい段階を迎え ることにな った。

　 バ リ ・ラームが昇天す ると,イ サ ー クの孫にあた るニサール(Nis縒)氏 がババの遺

言 を根拠 に,廟 の土地の所有権 はババの孫娘 にあ り,廟 の管理運営や ウルスでの秘儀

執行 の権 限は チーパの一 族にあ ると主張 した。 ヒン ドゥーの弟子たちは これに抵抗 し

たが,ニ サール らの働 きかけで ラージャス ター ソ州政府 の高官が仲裁に入 って,廟 は

州の ワクフ ・ボー ドの管轄下に置かれ ることにな り,実 際の廟の管理運営はチ ーパの

一族 を中心 とす る ワクフ委員会があた るよ うにな った。 その後廟 の管理運営をめ ぐっ

て,ム ス リムの間で激 しい抗争が繰 り広げ られたが,ヒ ン ドゥーは 日常的 な管理運営

か らは除外 され,廟 のイス ラーム化が急速に進め られている。

2　 バ リ ・ラー ムの聖 者 廟

2.1変 成 す る墓 廟

ババ ・デ ィワナ ・シャーの聖者廟 は現在 もラージ ャスター ソ有数のス ーフ ィー聖者

写 真2　 1999年 現 在 の ・・リ ・ラー ムの 墓 廟
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廟 と して,願 掛けや お礼参 りのために訪れ る多数の ムス リムや ヒン ドゥーで常 に賑

わ っている。廟は カパ ーサ ソの中心か ら約3kmの と ころにあ り,街 の中心か らはパ

スが通 じている。 このバ ス道路の脇,バ バ ・デ ィワナ ・シ ャー廟の ち ょうどはす向か

いに もう1つ 別の墓廟がひ っそ りと建 っている(写 真2)。

　 こちらの墓廟 は,2階 の上 に大 きな ドーム(グ ソバ ジ)が 造 られ ては いるものの,

煉 瓦積 みの表面 に粗 くコソク リー トが塗 られ ただけで,仕 上 げの表面塗装 のため の

足場 も見当た らず,造 成途 中で放 り出され た よ うな印象を受 け る。バ ス道路 か らは

30mほ ど も奥にあ り,訪 れ る人 もババ の聖 者廟に比べればは るかに少 ないため ,せ

わ しない巡礼たちか らは 見過 ごされて しま うか も しれ ない。 しか し,2階 部分の回廊

には反 時計 回 り方 向に墓室 の周 りを巡 って願 掛けをす る ヒン ドゥーや ムス リムの姿が

時折 り見受 け られ,こ こが全 く見捨て られた墓廟 ではない ことを うかがわせ る。

　 この建物 こそが,パ リ ・ラームの墓廟 である。序章 で述べた よ うにバ リ ・ラームは

1987年 に昇天す るが,弟 子たちは彼を現在墓廟 のある地 に ヒン ドゥーとしては異例 な

ことではあ るが土葬 し,廟 の建設 を始 めたのであった。

　筆者がババ ・デ ィワナ ・シャー廟 の調査 を始めた1995年 当 時,バ リ ・ラームの墓廟

は まだ トタン屋 根ぶ きの平屋 であ った(写 真3)。 墓 室 の内部 には膝の高 さほ どの コ

ンクリー ト柵 がめ ぐらされ,そ の中に ビロー ドの布で覆われた墓 があ った。墓は上面

写真3　 1998年 以前 の バ リ ・ラー ム の墓 廟
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に何段かの切れ込みが入った直方体をしてお り,長 辺が南北軸に沿っていた。周 りの

柵には願掛けのための紐が無数にかけられ,こ こを参詣する者の数の多さを物語 って

いた(写 真4)。 十葬 とい う形態や墓の形などは,明 確iにイスラーム式の葬 り方であ

る。

　 この質素な墓廟は,1998年 に一気に今の形にまで改築される。即ち,か つての墓室

を一旦壊 し,オ リジナルな墓を密閉するように1階 部分の墓室を拡張 した後に2階 を

造 り,そ こにもう1つ の墓石を置き,さ らにその上にグソバジが築かれたのである。

2階 に至る外階段や2階 部分の回廊もその時に造 られたものだという。

　 2階 の墓室は八角形をしてお り,南 側 と西側に扉がある。墓石は1階 のオリジナル

な墓石の真上に,軸 が平行になるように置かれてお り,そ の周囲には膝たけの半分ほ

どの高さの柵が設けられている。柵は南側のみが途切れてお り,参 拝者はこの南側か

ら墓石に向か って脆き拝礼する。バ リ・ラームは頭部を北側にして,顔 のみ西に向

けて葬 られたとされているので,参 拝者はちょうどバリ ・ラームの足元に脆 くこと

になるのである。墓室全体の形をのぞけぽ,こ のように墓石が配置されることはスー

フィー聖者廟ではごく一般的なことである。 また墓を二重に し,通 常の礼拝用にコ

ピーの墓を作 って,地 下のオリジナルな墓の静詮を守ろうとすることも,ム スリムの

貴人やスーフィーの聖者の墓廟では普通に見られる伝統である。

写真4　 1998年 以前のパ リ・ラームの墓廟内の墓石
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　 ところが2階 の墓室 に入る と,我 々はイス ラーム的ない しスーブ ィー的 な墓廟では

決 してあ りえない奇妙 な光景に 目を奪われ ることになる。墓石 の頭部側,つ ま り墓室

の北側 の壁 に壁寵が うがたれ,そ の ガラス戸の内側 にバ リ・ラームの等身大の坐像が

安置 されて いるのである(写 真5)。 こ の石膏製 の坐像 は,墓 廟の改築 に合わせ て一

部 の弟子 たちが ラージ ャス ターソ州の州都 ジ ャイプールの土器造 り職人に特注 しバ リ

・ラームの生前の写真を もとに作 らせた もので
,顔 や パ グリー(頭 に巻 くターバ ン)

な どに彩色が施 され,か な り生 々しい印象を与 える。参拝者はバ リ ・ラームの墓石 の

足元 で額ずいた後に,坐 像の前で額ず く場 合が多 く,明 らかに この像は礼拝 の対 象に

な ってい る。偶像崇拝を厳禁 す るイス ラームの伝統 にあっては,聖 者の生前 の像 を作

り拝礼す るな ど考え ることもで きない異端 的な行為 であることは言 うまで もないだ ろ

う。

　注意深 い観察 者な らば,さ らに この2階 の墓石 の形状 も奇妙 な ことに気 づ くだろ

写真5バ リ・ラームの墓廟に設置された坐像
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う。つ ま り,墓 石は1階 の ものの 「コピー」 であ ることが一応意識 され,各 辺 の長 さ

や高 さは1階 のもの と変わ らない。 だが,2階 の墓石は上面 が平滑 になってお り}イ

ス ラーム式の墓石に見 られ るよ うな階段状 の切 り込みや頭部 と足部を示すための起伏

な どがつけ られて いないのであ る(写 真6)。

　 墓廟 が増築 され た1998年 は,墓 廟を管 理す る トラス トが墓廟 の正式 名称 をSant

Shri　Hari　Ram　 Saheb　 Samadisth縅(「 聖者 バ リ ・ラーム様のサ マデ ィーの地」)と す

ることを決め た年 で もあ った。そ もそ もバ リ ・ラームの墓廟は イスラーム的な様式 で

造営 され ていた ものの,こ れをイス ラーム風にマジ ャール と呼ぶ のか ヒソ ドゥー風に

サ マデ ィー と呼ぶ のかです ら弟子 たち の間 で混乱が あ った。弟子 たちの総意 が まと

まったわ けではないが,墓 廟を ヒン ドゥー的名称 で呼ぶべ き とす る者た ちが一応の主

導権を得 たのが1998年 だ った のであ る。

　 2階 に石膏 像を置いた り,墓 石の上面が平滑にな っていた りす るのは,こ の墓廟の

写真6　 バ リ・ラームの現在の墓廟の2階 の墓室
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名乗 りと対応 してのことだ と,廟 をサマデ ィーと呼ぶ弟子た ちは説 明す る。つ ま り,

あ る種 の ヒン ドゥー聖者は例外的に土葬 され る伝統が あ り,そ の場合その地点には立

方体 で表面 の平板 な墓石が置かれ,こ れ こそがサマデ ィーと呼ぼれ る。彼 らの主張 に

従 えぽ,バ リ・ラームは スーフィーの聖者 パパ ・デ ィワナ ・シャーに仕えていたが,

彼 自身 はまぎれ もな くヒン ドゥーだ ったのだか ら,ヒ ソ ドゥーの聖者だ った ことにな

る。だか らこそ彼の墓廟はサマデ ィー と呼ぶべ きであ る し,墓 石は平滑でなけれぽ な

らないとい うのであ る。

　確か に ヒン ドゥーのあ る種 の聖者 が土葬 され,そ の墓がサマデ ィーと呼ばれる こと

はある。 この場合,そ の聖者 はモ ークシャの境地を得 るための修行を重 ね,最 終的 に

瞑想io>の 姿 勢 の ままこの世 の生 を捨 て去 った もの とされ る。 この ような聖者の今生

の終わ り方は 「サ マデ ィーを取 った」 と表現 され,聖 者は別の形の生を生 きる ことに

なった ので あって,通 常 の意 味での死 を迎>xた わけではない と考え られている。サ マ

デ ィーを取 った聖者の体が焼かれ る ことがないのは,彼 が死んだ のではな く,「 まだ

生 きて いる」か らなのである。聖者は サマデ ィーの姿勢,即 ち禅の瞑想 と同一 の姿勢

で土中 に埋め られ る。その上 に置かれ る 「墓石」が立方体にな っているのは,真 上か

ら見たサ マディーの姿勢 がち ょうど方形に なってお り,サ マデ ィーを取 ったまま生 き

る聖者 のい る地点を示す のに適 切だか ら と説 明 され る。 この場 合サ マデ ィーの石ii)

の各 面は基本的に平滑であるが,石 には何の覆い もかけない。 また石やサzデ ィーを

取 った聖者か ら何 らかの霊的 な力が発 出す ることはないため,こ こを願掛 けのため に

訪れ るよ うな人はいない し,ま してや聖者の昇天や生誕を記念す るよ うな祭礼が行わ

れ ることはない12)。

　 ヒソ ドゥーの聖者 の一般的なサ マデ ィー と対照 してみ ると,「 サマデ ィー」 と して

の バ リ ・ラームの墓廟 はか な り変則的であ ることがわか る。 パ リ ・ラームは瞑想の姿

勢 でモークシャを求めなが らこの世を去 った とい うわけではない。従 って,瞑 想の姿

勢 で土中に埋め られたのではな く,横 たえ られて埋葬 されてい る。だか らこそ,墓 石

の形状は横たえ られた姿勢 に合わせ る ように直方体なのである。 さらに墓石 にはあた

か もスーフィーの聖 者のそれ にす る ように ビロー ドの布がかけ られた上 にムス リムの

聖 な る花 で あ るパ ラの花び らが散 ら され てす らお り,こ の点 で もいわゆ る 「サ マ

デ ィー」 とは異な っている。 さらに,二 重墓の構造にす ることは7ス ー フィー聖者廟

では一 般的なのに対 し,ヒ ソ ドゥーの聖者の 「サマデ ィー」 では管見 の限 り他に例が

見当た らない。 また,こ の墓廟には癒 しや願い事の成就 を求 めて訪れ る人 々が実際に

い るし,後 ほ ど述べ る ようにバ リ・ラームの昇天を記念する祭礼 が弟子た ちを中心に
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執行 され ているな どの点 でも ヒン ドゥー聖者の 「サマデ ィー」 とは 明らかに異な って

い る。 しか し,バ リ ・ラームの2階 の墓石は表 面が平滑 である点 でイスラーム的な墓

石 とも異な り,な に より墓室に偶像があ る点で ここは純粋 にイス ラーム的な墓廟 とは

言いえない し,実 際 に ここを 「サマ ディー」 と呼ぶ人 々もいるのである13,/0

　 ラ ージャス ターソの ヒソ ドゥーの間では,聖 者 以外の遺 体は通常焼却 され14),墓 は

作 らない。骨 の大部分は焼却場(シ ャムシャーン ・ガー ト)に 置 き去 りに し,一 部を

近親 者が聖地 に運 び,そ こで水 に流す。一方,ム ス リムは遺体 を焼かず に埋葬 し,墓

を作 る。 これ は最 後の審判 に備 えるため とされ る。スー フ ィズムの信者は この最後の

審判の際,肉 体を取 り戻 して よみがえ った スーフ ィーの聖者 が 自分 の信者 の贈罪を神

にと りな して くれ ると信 じている。 もちろん ヒン ドゥーには最後 の審判 とい う概念は

な く,彼 らの魂 はモ ークシ ャを得て輪廻 を解脱す る まで何 回 も転 生す る と信 じてい

る。 ヒン ドゥーが遺体 を焼 き,墓 を作 らないのは,死 後の魂 が この世 への一切の執着

を捨 て,輪 廻転生の輪 か ら抜 け出 してモー クシ ャを得 られ るよ うにす るためなのであ

る。生前 の体が残 っていては,魂 が この世に戻 って きて しまい,場 合に よっては人 々

を愚依で苦 しめ ることす らある とされ る15)。

　 このよ うに,死 後に遺体 を焼 くか焼か ないかの違いは,死 後の魂 の行 く末 が どうな

るか とい う信仰に根差 す違 いであ り,当 事者の宗教的 アイデ ンテ ィテ ィーの根本 に関

わ る問題 である16)0だ が,バ リ・ラームの墓廟 では祀 られ ている聖者 の死後 の魂 の運

命を左右す るよ うな重大な点が曖昧 な状態 にされ,イ ス ラーム的要素 とヒソ ドゥー的

要素 が奇妙な形で融合 しているのである。

　 バ リ・ラームの墓廟のアイデ ンテ ィテ ィーの曖昧 さは,墓 廟の構造 だけに とどまる

ものでは ない。墓廟で と り行われ る儀礼や祭礼 のあ り方に も曖昧 さがつ きまとう。

　墓廟 では,毎 日夕方,メ ーワール地方 の他 のスーブ ィー聖者廟でのそれ とよく似た

ローバ ーソの儀式17)が 行 われ る。 ローパ ー ソは墓室 を香の煙 で満 た し聖者の墓 を よ

り光 栄あるものにす るために,メ ーワール地方 のスーフ ィー聖者廟の場合には,夕 刻

のマ グ リブのナマーズの直前に行われ る。

　 ヒン ドゥーの寺院やサマデ ィーであれ ば,夕 刻 には神像やサ マデ ィーに対するアー

ルテ ィとい う礼拝 の儀式が行われ るのが普通 である。そ の際は,神 像やサマデ ィーに

仕える者(プ ジ ャ リとい う)が ギ ー(牛 乳か ら作 った精製油)に 綿の紐をた らして火

芯 に した灯 明に火 を灯 し,こ の灯 明を体 の前 で回 しなが ら鐘 を振 って,神 像や サマ

デ ィーを聖別 す る。 いあわせた者 たちは,太 鼓や鉦,そ れ がなけれ ば手をたた き,

ア ールテ ィの歌 を唱和 して神や聖者 をたたえ る。 ローパー ソが静誰な雰囲気につつ ま
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れて行われ るのに対 し,ア ールテ ィは神像に神聖な る存在 を呼び込 もうとで もす るか

の よ うに 大音 声 とともに行わ れ るの であ る。 しか し,こ の バ リ ・ラ ームの 「サ マ

デ ィー」 ではア ールテ ィは一 切行われていない。

　 さて,筆 者が参列す ることので きた この墓廟 の ローバ ーソの際 には,私 の他 にバ

リ ・ラームの有力 な弟子の1人 であ ったオ ーム ・プラカー シェ ・ヴャース氏(以 後

オ ーム氏 と表記す る)と,常 に この墓廟 の管理や清掃 にあた ってい る侍者18),及 び こ

の墓廟 で病が癒 されて以来毎 日この ローパー ンに列席 してい る とい うヒン ドゥーの男

性 の3人 が参加 した。その次第は以下 の よ うであった。即 ち,

①ナーム氏が緑色の布を頭に巻き,南 側の入 り口で額ずいてから墓室に入 り,墓 の

　北西側に立つ。

②それに続いて侍者ともう1人 のヒンドゥー(彼 らは柄物のハンカチを頭に巻いて

　 いる)が 南側の入 り口で額ずいて墓室に入 り,オ ーム氏の脇に立つ。

③侍者たちが香炉に香を入れr火 をつけて墓の北西部分の脇に置 く。

④オーム氏がろ うそ く2本 に火をつけ,1本 ずつ侍者らに渡す。

⑤侍者たちは火のついたろ うそ くを頭上に掲げ瞑目する。オーム氏は何か大切なも

　のを捧げ持つかのような形で両手の平を内側に向けて開き,両 腕をゆるやかに曲

　げ,手 の平を顔 よりやや下のあた りに保って(こ の姿勢はナマーズの際のムスリ

　 ムの祈 りの姿勢の1つ を連想させるものである)無 言のまま瞑 目する。 しばらく

　後,ろ うそ くは墓の北側の床に置かれる。

⑥オーム氏は香炉に香を多めに加え,煙 をもくもくと立たせた後,香 炉を捧げ持っ

　て反時計回 りに墓石の周囲を1周 する。

⑦香炉を持 ってバ リ・ラームの石膏像の前に来ると,一 度立ち止まり,ガ ラス戸の

　前で像に向か って左から右に香炉を動かす。

⑧香炉 とろうそ くを墓室の西側入 り口脇の北側にある網窓の桟の部分に置 く。香の

　煙が網戸から外に出て行 く。

⑨侍者たちはろうそ くの火に手をかざし,そ れを頭につける。

⑩ナーム氏は墓室の外に参集 していた他の信者たち5～6人 ととともに墓室の外の

　回廊を反時計回 りに回 り歩 く。

⑪オーム氏は反時計回 りに3周 した後再び墓室に入 り,墓 石の北西側のすみに立 っ

　て東側を向き両 手を合わせて無言で瞑 目する。信者たちは回廊を自分たちの望む

　回数だけ回 り,三 々五 々帰って行 く。
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　 ローバ ー ン自体が スーフ ィー聖者廟 の伝統 に従 うものであ る以上当然の ことといえ

るであ ろ うが,こ の墓廟 の ローパ ー ンはイ ス ラーム的 な儀式 を意識 して行われ てい

る。例 えば①や② で頭に緑色の布や,た とえそれが柄物であ って もハ ソカチを巻 くこ

とは,ヒ ン ドゥーが スーフ ィー聖者廟 を訪れ る際 によ く見 られ る行動様式である。 ま

た香炉 も他 のスーフ ィー聖者廟の もの と同一 の形 の真鍮製 であ る し,香 やろ うそ くが

使われ るのも,⑤ のオーム氏の祈 りの姿勢 もイス ラーム的 な儀礼の様式を思わせ る。

さらに この儀式 のタイ ミソグも,バ リ ・ラームが仕 えたババ ・デ ィワナ ・シャー廟 の

マ グ リブのナマーズに合わせ るよ うに して行われ ている。

　 しか し,こ の ローバ ーソに も他のス ーフィー聖者廟 では 見られない,イ スラーム的

な様式か らすれば逸脱 と思われ るよ うな点が散 見 され る。 まず,こ の廟では ローバー

ンに続 いてナマー ズが行われ ることはない。 そ もそ もこの廟 ではナマーズその ものが

行わ れていないのである。 また,他 の廟では祈 りが全 く無言 で行われ ることはない。

祈 りの際 には法統 の系譜が預言者 ムハソマ ドか らそ こに眠 る聖者 までず っと唱え られ

た り,ク ルア ーソの一節が唱 えられた りす るのが普通 である。 この墓廟 の ローバ ーソ

が モデルに してい ると思われ るババ ・デ ィワナ ・シャーの廟 では,ロ ーバ ー ンの前に

ババが 自ら作 った と伝 えられ るアル ジヤ(Arjiya)19)が キ ドマ ッ ト(廟 の侍者)に よっ

て朗hと 唱え られ る。 このアルジヤはババ ・デ ィ ワナ ・シャー廟 でババ の昇天直後か

ら唱え られ続 けて きた もので,バ バ の廟に長 く出入 りして きた者 なら誰 もが暗訥で き

るとされ る。 バ リ ・ラームの弟子で あったオ ーム氏 も当然 このアルジヤを知 ってい る

のだが,バ リ ・ラームの墓廟 では何 も朗諦せず無言の まま祈 るのみである。

　 後 で述べ るよ うに,オ ー ム氏 はバ リ・ラームの弟子の中で彼 の墓廟 を出来 る限 りイ

スラーム風に保つべ きだ と主張す る グループの指導者的存在なのだが,そ の彼で あっ

てもバ リ ・ラームの墓室 の中で クルアー ソを朗論 した り,バ バゆか りのアルジヤを唱

えた りす ることにため らいを覚えている。 また⑪に見 られ る祈 りの姿勢 は完全に ヒソ

ドゥーのそれを思わせ る20)な ど,ス ーフ ィー聖者廟 的であ りなが ら,完 全にそ うで

はない とい うバ リ ・ラームの墓廟 の曖昧 な性格は毎 日の信仰実践に も表れ ているとい

えるだろ う。

　 この曖昧 さは,バ リ ・ラームの年忌祭 に よ り強 く見出 され る。

　 年忌祭 は,廟 に祀 られ る聖者 が昇 天 した 日を祝 って行われ る。ス ーフ ィーの聖者は

通常 の意味 で死ぬ ことはな く,昇 天 は聖者が熱烈に愛す る神 と永遠の合一 を果 た した

瞬間 とされ る。それゆえ,年 忌祭は ウル ドゥー語で一般に婚礼を意味す るウルス と呼

ぼれ,ど この聖者廟で も最重要の祭礼 として盛大に祝われ る。祭礼では,聖 者や ムハ
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ソマ ドへの信仰 を熱 烈 に歌 い上 げ る南 アジ アの スー フィズム独特 の宗教歌 カ ッワヅ

リーの演奏会や,聖 者 を婚礼 に相応 しく新 しい衣装で飾 り立 てる(こ れは聖者 の新 し

い 「身体」た る 「墓石」 を儀礼 的に洗浄 し,「 墓石」に 白檀 のペース トを塗 り,真 新

しい ビロー ドの布 を覆 うとい う方法で象徴 的に表現 され る)儀 礼,聖 者を婚礼に送 り

出すために婚礼 の際 と同様の香料や贈 り物 を贈 る儀礼 な どが中心行事 とな り,近 隣に

住 むムス リムや祭礼 のためにそ こを訪 れた人 々に無料 の食事が振 る舞われ ることもよ

くある21)0メ ー ワール地方の ようにムス リムの間でイ スラーム暦 が守 られてい る地方

では,ス ーフ ィー聖者廟の年忌祭 もイス ラーム暦 に従 って行われ る。

　 バ リ ・ラームは1987年10月 に 昇天 した。彼 の墓廟では,毎 年彼の昇天にあたる 日を

中心に前後3日 にわた って年 忌祭 を行 っている。 バ リ・ラームの師パパ ・デ ィワナ ・

シャー廟の ウル スでは特 に 「墓石」 の儀礼的洗浄,即 ちグスル ・キ ・ラスムの儀礼が

最重要 とされ る(三 尾1998:16-18)の に な らってか,バ リ ・ラームの墓廟 で もこの

儀礼が念入 りに行われ る。 ここでも 「墓石」を覆 うビロー ドの布 を掛けか える時,「 墓

石」=「身体」は象徴 的には裸 であるため,特 に近い弟子のみの行 う秘儀 として行われ

る。弟子たちの話に よる と,バ ラの香水で丁寧に 「墓石」を洗い,白 檀 のペース トを

塗 り,ビ ロー ドの布 を掛けか>xる などの手順はババの廟 と変 わ らない。 また この廟で

も,宗 教歌 の会 が催 され,無 料の食事の振 る舞い も小規模 ではあるが行われてい る。

　 日常 的な ローバー ンといい,年 忌祭が行われている ことといい,こ の墓廟を 「サマ

デ ィー」 とす るのには奇異な感を否めない。先 に も記 した ように ヒン ドゥーの聖者の

サマデ ィーでは,聖 者がサ マデ ィーを取 った 日を記念す る祭礼 などは一切行われない

し,そ もそ もサ マデ ィーを取 った正確 な年 月 日す ら覚 えられ ていないことが多い。

　一方,バ リ ・ラームは少な くとも公に残 され た記録や証言 による限 りス ーフィズ ム

の儀軌 に則 ってパパ の正式な弟子,つ ま りム リッ ドになったわけ ではない。 また神 と

の合一体験を成 し遂げた ことを誰 かに認 め られたわけで もな く,そ れを 自ら主張 した

こ ともなか った。す ると理屈の上では彼 の昇天が神 との永遠の合一の達成 であ った と

見 るのは難 しい ことにな る。 バ リ・ラームは少 な くとも公にイス ラームの信仰告 白 も

してい ないので,仮 に神 と永遠 に合一 しているのだ と して も,そ の神 とは一体何 の神

なのか も考えてみ るとよ くわか らない。従 って,彼 の昇天を スーフィズムでい うとこ

ろの ウルス と呼ぶ ことも奇異 な感 を生 じさせ るのであ る。

　彼の年 忌祭の タイ ミングも揺れ ている。彼を スーフィーの伝統 に位置づけ よ うとす

る人hは,年 忌祭をイス ラー一ム暦 に従 い,サ フ ァル(Safar)月25日 を中心に行 ってい

る。 また彼 らは この祭礼 を ウルスと呼んでい る。 しか し,彼 は結局 ヒン ドゥーであ っ
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た ことを重視 し,墓 廟を 「サ マデ ィー」 と呼ぶ人 々は,年 忌祭 もイス ラームの暦 では

な く,ヒ ン ドゥーの暦に従 うべ きだ と主張 してい る。 ヒソ ドゥー暦 では,彼 の昇天は

カールテ ィカ(K疵tika)月 の暗半月13日 日にあた る。 イス ラーム暦が純 粋太陰暦なの

に対 して,ヒ ン ドゥー暦 は太陰太陽暦 なので,2つ の暦は毎 年ず れてゆ く。 この結果,

バ リ ・ラームの墓 廟では年 忌祭が2回 行われ ることにな って しまったのであ る22)0さ

らに年 忌祭 を ヒソ ドゥー暦で行 う人 々は,年 忌祭を ウルスではな くヒソデ ィー語 では

入滅記念 日を意味す るマハ ー ・プラヤー ン ・デ ィワー スと称 し,「 墓石 」の儀 礼的洗

浄 もウル ドゥー語 で グスル ・キ ・ラスムと呼ぶのではな くヒソデ ィー語 で グラブジ ャ

ル ・キ ・ア ビシ ェーカ(文 字通 りの意味では 「パ ラ水の灌 頂儀礼」)と 呼び,共 食 も

ボージャンとヒンデ ィー語化 し,ま た食事 の内容 もヒ ン ドゥーの祭 礼に供 され る もの

に変えてい る。 さらに歌 の会 で も,カ ッワッリーを歌 うのではな く,ヒ ソ ドゥーの ク

リシ ュナ神 に捧 げ られたバ ジャン23)を 歌 うよ うにな ってい る。か くて 「神 と永遠 の

合一を果た した」 とい う限 りな くイスラーム的な意義を もつ祭礼が,ヒ ン ドゥー的 な

神を称え る歌 とともに祝われ る とい う情景が生ず ることにな る。

　 このよ うにバ リ ・ラー ムの墓廟 にお いては,そ の空間構 成を見て も,ま たそ こでの

儀礼的行為を見て も,ス ーフィズム的 ない しイ スラーム的な様 式 とヒン ドゥー的なそ

れ とが独特の形 で接合 しあ った様相を見 出す ことがで きる。確 かに ここには シソクレ

テ ィックな状 況が生 じている。 ここに願掛けや癒 しを求めて訪れ る参詣 者の中には,

ヒ ン ドゥーの他に少数 ではあるが ムス リムもお り,こ こが宗教的 アイデ ソテ ィテ ィー

の違いを越えた信仰 の場 にな っているこ とも間違いない。

　そ うであれぽ,こ こはナ ソデ ィがい うように,多 元的で寛容な南ア ジアの草の根 レ

ベル の民衆の信仰 の本質 の表れ であ り(Nandy　 1990:70丘),宗 教 間対 立 とは無縁 の多文

化共存的 で理想的な信仰空 間の代表例 と見 な していいのであ ろ うか。既出の拙論 で も

指摘 したが(三 尾1998:3-4),ナ ソデ ィらのよ うにイ ン ド村落部 の 「前近代 的」一般

民衆 の信仰のあ り方に現 代イ ン ドの 「宗教共 同体」間 の紛争を乗 り越え る可能性 を見

出そ うとす る視点には,実 体 として草 の根 レベルの民衆やその本質的寛容 さをかな り

ナイーブに想定 して しまってい る危険 がある ように思われ る。 この視点に立つ と,争

いは常に外部か ら持ち込 まれ るもの とな り,民 衆は外部の権力に操 られ るだけの存在

と捉 えられ ることにな って しま う。

　本章の 冒頭 でも示唆 した よ うに,パ リ ・ラームの墓廟は仕上げを待つ段階の まま}

造 成 が放 置 されてい る。1998年 に トタン屋根 の小屋がけか ら2階 建 ての廟 まで一気 に

仕事が進 んだ のに,そ の後は足掛 け4年 た った今 も全 く作業が行われていない。二重
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墓構造に した場合は,直 ちに下 のオ リジナル な墓石を取 り除いて もとの盛 り土 だけの

状態 に戻 さない と,下 の墓 か ら発 出す る霊 力が上の墓に届かない とされているのに,

そ の工事す ら行われていないのである。 ここには,バ リ ・ラームの墓廟 を どの ような

性格 のものと捉え るかに関す る弟子 たちの間 の紛争が絡んでい る。 この紛争 について

は第4章 でよ り詳 し く検 討す るが,バ リ ・ラームの弟子たちの中には,墓 廟 を よ リヒ

ソ ドゥー的な ものに しよ うとす る人 々と,出 来 る限 りスーフ ィー聖 者廟 的な性格 を保

ち続け よ うとす る人 々があ り,廟 の造成や運営をめ ぐって熾烈 な主導権 争いを展 開 し

て いるのであ る。

　 1998年 に は一旦前者(以 降 「ヒン ドゥー化 」派 と呼ぶ こ とに しよ う)が 主導権 を

握 り2階 の墓室が で きたの だが,バ リ ・ラームの石膏 像が置か れ る と,後 者(以 後

「ス ーフ ィー廟」派)が 強 く反発 し,以 後廟の建設 への協 力を一切拒ん でい る。「スー

フ ィー廟」派 にはオ ーム氏 をは じめ廟 のあ るカパ ーサ ソに住 む者が 多いのに対 して

「ヒソ ドゥー化」派 はカパーサ ソ在住者がほ とん どいないため,「 ス ーフィー廟」派が

協 力を しなければ廟堂の建設は事実上 で きない。 また,「 ス ーフ ィー廟」派は下墓 の

石を取 り除 くことに も抵抗 している。 も し下墓が盛 り土の状態に戻 ると,墓 石 の形状

が 「サ マデ ィー」的な もののみにな って しま うか らであ る。

　 また次節で詳 しく述べ るよ うに,バ バ ・デ ィワナ ・シ ャーの愛弟子であ ったバ リ・

ラー ムをババ の廟 内 ではな く,廟 の外側 の現在 の場所 に葬 るに至 った プロセ スや そ

の埋葬 方法を め ぐって は,バ リ ・ラームの弟子 たちの間だけ では な く,地 域の ヒソ

ドゥーや ムス リムを巻 き込 んだ論争が起 こ り,一 時は警察が出動す るほ どの緊張 も生

じている。

　 バ リ・ラームの墓廟は,弟 子 たち相互 や弟子た ちと彼 らを取 り巻 く社会 との間の紛

争や相互交渉の渦中にあ って発展 を遂げ てきた ものであ り,牧 歌 的な多文 化共存 の場

とは単純 には言いえない性格 をは らんでいる。む しろ,こ こは利害の複雑 に錯綜す る

人 々が分有 しつつ も,な お各 々の信仰や アイデ ソテ ィテ ィーをかけて相互 に争 う宗教

空間 と捉 えるべ きであ ろ う。現 況では建物 として の廟堂 の発展は静止 しているが,こ

れ も緊張 をは らんだ静止であ って,予 定調和的 な体系 の もとに廟が完成 したためでは

ない。墓廟 の運営に利害を もつ2つ の グル ープ(「 ヒン ドゥー化」派 と 「スーフ ィー

廟」派)で,廟 の解釈その ものにおいて も揺れが ある ことか らもわか る通 り,こ こに

は支配的 な教義体系 も存 在 していない。序章 でも述べた よ うに,我 々は ここで実体的

な教義 と しての 「シソクレテ ィズム」 を追 い求め るのではな く,絶 えざる対話 のプ ロ

セスに注 目すべ きなのであ る。
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　それに しても,こ の墓廟における 「対話」や 「交渉」においては,誰 がどのような

信仰やアイデンティティーをかけてきたのであろうか。また実際どのようなプロセス

を経て,今 の墓廟が姿を現すことになったのであろうか。次節では墓廟に眠るバリ・

ラームその人のアイデンティティーをめぐる解釈の揺れにまず注 月し,境 界的な信仰

空間が生まれてくる微細なプロセスの解明に踏み出す ことに しよう。

2.2　 バ リ ・ ラ ー ム 開 かれ た アイデ ソテ ィテ ィー

　 バ リ ・ラームの宗教的 アイデ ソテ ィテ ィーは,生 前か らヒン ドゥー とムス リムの一

般 的な区別 を超越 した ものだ った。彼は少年 の頃か らスー フィーの聖者パ パ ・デ ィワ

ナ ・シャーの もとに親 しく出入 りし,バ バの教 えを受 けた。 そ してババ の晩年にはパ

パ 自身が 「自分 の昇天後,私 に会いたい と思 った らバ リ ・ラー ムを見 よ。私 の子 とい

>
xぽ,バ リ ・ラームである し,私 の弟子 といえば,そ れ はバ リ ・ラームである」 と言

うza)ほ ど の有 力 な弟 子 とな った。 しか し,バ バが望 まなか った こともあ り(三 尾

1998:24),彼 は少 な くとも公 には改宗せず,従 って スーフ ィズムの儀軌に則 った入門

式を行 ってババのム リッ ドになったわけ ではなか った。 それ ゆ 〉僴2..,ババ の昇天後にバ

バの信者集 団の正 式な後継指導者(sajj疆a　 nashin,サ ッジ ャー ダ ・ナ シソと称 され

る)と な ったわけで もない(van　 der　Veer　1992:550-551)。

　 それに もかかわ らず,彼 は 自らの後半生 の全てをかけてババの壮麗 な聖者廟 を造 り

上げ,出 来上が った廟堂 はマスジ ッ ドや巡礼 の宿泊施設 まで備え るラージャス ターン

で も一,二 を争 う規模 の もの とな った。 さ らに彼はババの ウルスを他の弟子 たち ど協

力 して挙行 し,自 らはその最重要 な秘儀 グスル ・キ ・ラスムの執行老 とな る。 これ ら

の行為は,バ リ ・ラームのパパに寄 せる 「愛」 の証を具体的な行為の表 れ として示す

必要があ ったか らだ った こと,ま た この ように熱意を もって廟 の建設 や運 営に尽 力す

るこ とに周囲の ムス リムは抵抗 せず,む しろ喜 んでバ リ・ラームに協力 していた こと

などは,既 に別の拙論で詳説 した(三 尾1998:31-33)。

　 しか し,ム ス リムの間ではバ リ ・ラームがアイデ ンテ ィテ ィーを曖昧 に した まま廟

を運営す るこ とを疑問視 した り,問 題視 した りす る者 が全 くいなか ったわけ ではない

よ うだ。 ババ の廟 の第2代 の ワクフ委 員会委 員長 の・・フ ィーズ ・モハ ソマ ド(Haflz

Mohammad)氏 は 次の よ うに語 る。彼は,小 学校 の教 師だ った バ リ・ラームが担任 し

た生徒 で,成 長後 も彼を支えて ウルスで も役 割を果 た していた とい う。

　　 ある時,カ パーサ ンのムスリムが大勢でパ リ・ラームの部屋を訪れ,「 このままあなたが廟

　　 を動かしてゆ くと困ったことが起きるでしょう」とバ リ・ラームに詰め寄 ったことがあ り
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ます。それはつまり,あ なたはムスリムになったのか,そ れ ともこれからムス リムになる

のか,自 分の宗教は何なのかを宣言 して下さいとい う意味でした。イスラームへの改宗は,

大勢のムスリムの前で,「 私はムス リムになる」と宣言して信仰告白を述べ,名 をムスリム

風に変えることが必要です。しか し,バ リ・ラームは 「後はなるようになるだろう」とだ

け答>x,ず っ と無言を押 し通しました。待てど暮らせ ど何 もしゃべらないので,ム スリム

は しびれを切 らし部屋を出て行ってしまいました。バ リ・ラームは,皆 の前で信仰告白を

したわけでもなければ名前も変えなか ったので,ム スリムではあ りません。

　 バ リ ・ラームは 自身の改宗 に抵抗 を示 した ことがわか るが,同 時に彼 は 自らの 口か

ら 「改宗 しない」 とも 「ヒン ドゥーにとどまる」 とも明言 していない ことに も注 目し

てお きたい。つ ま り彼は公の場 での改宗 とい う行為は拒んだ ものの,自 らのアイデ ン

テ ィテ ィーの曖昧 さも同時に保持 し続け ようと した とも見 ることがで きるのである。

　 とい うの も,こ の出来事 の後一般 のムス リムの問でバ リ ・ラームを改宗 させ ようと

い う動 きは な くな った ものの,弟 子た ちの間 にバ リ ・ラームの曖昧な アイデ ソテ ィ

テ ィーをめ ぐる様 々な疑 問が残 ったか らであ る。バ リ ・ラームの一番弟子 であった デ

ヴィ ・ラールの次男ジ ャムネー シュ ・オジ ャ氏(Jamn駸h　 Ojha,以 後 ジ ャムネーシ ュ

氏 と表 記す る)に よると,疑 問は大 き く2つ の点 に集 中 した とい う。1つ はバ リ ・

ラームの昇天後,バ リ ・ラームをどのよ うに葬 り,ど の よ うに祀 るべ きか とい う点で

あ り,も う1つ は彼 の昇天後,バ バ の廟 の運営を どの よ うにすべ きか とい うことであっ

た。

　第2の 点はパパの廟 のその後 の運命 に関わ る重 要な問題 であるが,バ リ・ラームの

アイ デ ンテ ィティーとい うことに関 してい えぽ第1の 疑 問が特 に注 目され る。仮 にバ

リ ・ラームが ヒソ ドゥーであるこ とに曖昧な点がなければ,彼 が昇天 した後火葬す る

べ きことは特に議論 の余地 がないことだか らであ る。逆 にいえば,弟 子た ちの間です

らバ リ ・ラームの宗教的 アイデンテ ィテ ィーには疑 問があ り,埋 葬 とい う師 の魂の運

命を左右す る事柄 を ど うすべ きかについて逡 巡が生 まれ ていた ことがわか る。

　 しか し,こ れ らの疑 問にはバ リ・ラームか ら十全な形 で答 が与 え られ る ことは遂に

なか った。バ リ ・ラームは晩年 に至 って突然倒 れて半 身不随 の状態 にな り,満 足に話

をす ることもで きな くなって しまったのであ る25)0

　 ウルスの よ うな廟 の重要 な儀礼 はバ リ ・ラームが付 き添 った り,遠 くか ら見守 った

りす る中で彼の弟子 のデヴ ィ ・ラールが代お りに と り行 うことが多 くなった。一方,

廟 の出納や 日常的 な管理運営事務はバ リ ・ラームの娘婿 の1人 に任 され るよ うにな っ

た26)0デ ヴ ィ ・ラールは カパーサ ンか らパスで も3～4時 間 のマ ソダル とい う街 に住
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んでお り,日 常的 にカパーサ ンの廟の管理運営や儀礼には関われ なか った。

　 こ うして弟子たちの間 の疑問 の1つ,バ リ ・ラームの昇天後 に廟 の指導的役割を果

たす のは誰かにつ いては,バ リ ・ラーム 自らの行動 に よって答 が半 ぽ示 され た形 と

な った。 しか し,バ リ ・ラームの娘婿は喜捨を私物化 し,バ バの墓室 内に入 る時に身

を清め よ うとしないな ど,バ リ・ラームの弟子たちやムス リムの一般信 者の信頼を損

な うよ うな行動 が 目立 ったため,次 第に支持者を失 ってい った。 こ うして ヒン ドゥー

の弟子た ちや関係者の中に絶対的 な指導力を もつ権威がいな くな った ことも,バ バの

正式 な ム リッ ドの子 孫 である ニサ ール ・チ ーパ氏 らムス リムに よる廟 の管理 運営の

「イ スラーム化」につなが る原 因 となった と思われ る。

　 一方,自 らの昇天後 の埋葬方法 につ いては,バ リ ・ラームは最後 までは っき りとし

た意志を公にせず,い よい よ健康が衰 えた時,ご く近 しい人 々に極 めて謎 めいた遺言

を伝 えた のみであ った。 バ リ ・ラー ムの遺言を聞いた1人 は彼の妻であ った。彼女 に

対 しバ リ ・ラームは 「自分 が世を去 る と,世 間 の人 々は私 の体 を焼 こ うとす るだ ろ

う。 しか し私 の体 は焼 いてはならない」 とだけ伝 えた とい う2兀 妻が,焼 か ないのな

ら土葬す るのか,ま た土葬す るとして どこに どの ような方法で埋葬 すれぽいいのかを

問いただ しても,彼 は 口を閉 ざしそれ以上 は一切語 らなか った。

　別 の形 の遺言を聞 いた人 々もい る。それ はバ リ・ラームの最 も重要な弟子デ ヴィ ・

ラール とババ の廟の ム ス リムの有 力な信者 の1人 アブ ドゥル ・パフ ィーズ(Abdul

HaffZ)氏28)で あ る。バ リ ・ラームは昇天の近い こ とを悟 りこの2人 を枕頭 に呼 び,

「自分 の遺体 は焼かず に埋葬せ よ。 また この遺 志は私が昇 天す るまで秘 密にせ よ」

と言 った とい う2910ア ブ ドゥル ・ハ フィーズ氏が 「埋葬 とは ムス リム式の土葬 の こと

です か。 改宗 の儀式 な しにその よ うな ことを した ら混 乱が起 きて しまい ます。改宗す

るのですか。それ とも他 の方法 で土葬 をす るの ですか。」 と尋ね ると,バ リ ・ラー ム

はた った一言 「遺体 の答は遺体が出すだ ろ う」 とだけ答 え、後は沈黙 して しまった と

い う。

　前 節の記述 か ら明 らか なよ うに,土 葬す るとい う手段 に もイス ラーム的なそれ と ヒ

ソ ドゥー的なそれ とがあ りうるため,バ リ ・ラームの遺言 だけでは どの ような方法で

の埋 葬を望んだのかは不 明確 である。後は バ リ ・ラームのおかれ た状況か ら類推せ よ

とい う謎 かけなのだろ うか。それに して も,自 らが昇天 した後 の魂 の運命に関わ る問

題については っき りした意志を表 明 しな いとい うのは ど うい うことなのだ ろ うか。

　 こ こには2つ の可能 性が あ りうるだ ろ う。そ の1つ はバ リ ・ラー ムが密か にイ ス

ラームに改宗 していた とい う可能性 であ り,も う1つ はアイデ ソテ ィテ ィーの曖昧 さ
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を最後 まで維持 し続 け ようとい う意志の表れ と見る可能性 であ る。

　前者の可能性 も全 くない とはいえない。バ リ ・ラームの遺 言か らは遺体 が焼かれて

しま うことへの強い恐怖 が読 み取れ る。彼 は最後の最後 まで 自分の昇天後 の処理 をど

うす るかを明 らかに しなか った し,埋 葬方法について もぼんや りとした指示 しか出 し

ていないのに,遺 体を焼 くな とい うことだけは非常に明確 に伝 えている。埋葬方法を

状況か ら推す とすれぽ,長 い間ス ーフ ィー聖 者の弟子 として務 めてきた ことか らして,

イ スラーム式の埋葬 を思い描 くこ とは ご く自然の類推 といえるだろ う。 アブ ドゥル ・

ハフ ィーズ氏の問いの中に もその連想が無理な く働いた様子 が うかが える。 同氏 の指

摘に よるまで もな く,改 宗 な しにイスラーム式の埋葬 をすれぽ混乱 が起 こるこ とはバ

リ ・ラームも十分承知 していたはず である。それな らぽ,バ リ ・ラー ムは実は改宗 し

ていた と考え られないだろ うか。

　 こ こで思 い 出 され る のが,イ ス ラー ム へ の特 異 な 改 宗 方 法 で あ る タ ッキ ヤ

(taqiyya)と い う行為(Khan　 1997:37)で あ る。中世 以降の ラージャスター ンにおけ る

イスラーム,特 に シーア派 の中で も 「過激派」 とされ るイスマイ リー派 の布教運動 の

歴史の先駆的な研究を続けているカー ンに よると,タ ヅキヤ とはイスマイ リー派 での

み認め られてい る改宗のあ り方 で,改 宗 した事実や イスマイ リー派 への所属が 明 らか

に な った場合 に身に危険が生 じるよ うな時には,真 の信仰 を隠 し,別 の派や場 合に

よっては別の宗教を信 じてい るふ りをす る ことが許 され る とい うものであ る(Khan

1997:31-37)。 彼 女 の大胆かつ説得 力のあ る論証 に よれ ぽ,イ スマイ リー派は15世 紀

以降特に ラージャス ターソ州西部か ら グジ ャラー ト州にかけて活 発に布教活動を展開

し信者を順調に増や してい った。しか し,彼 らは スンナ派の ムス リム勢 力や ヒソ ドゥー

王権の圧力を避け るために時 にスーフ ィー教団や場合に よっては ヒソ ドゥー的 な聖者

信仰 の姿を借 りて地に潜 り教勢 を維持す る戦略を取 り続けた。例 えぽ,ラ ージャスター

ンを越 えて広 くイ ソ ド全土の不可触民層か らの信仰を集めてい るラームデ ヴジー もイ

スマ イ リー派 の聖者 だ った とい う(Khan　 1997:6aﾟ}。 さ らに興味深 い ことに ラーム

デ ヴジーの社においては,「 サ マデ ィー」が実際 にはイスラーム的な墓 であ るマ ジャー

ルの形 を してお り,「 サマデ ィー」への捧げ もの として今で も盛んに イスラーム風 の

か け布 であ るチ ャーダルが用い られて いる とい う(Khan　 1997:91)。 ラ ームデ ヴジー

信仰 は,19世 紀 以降イ スマイ リー派の活動 が衰 え ヒン ドゥー ・ナシ ョナ リズムが勃興

す る とい う背景の中で徐 々に ヒソ ドゥー化 し,今 では イスマイ リー派の聖者 が起源 で

ある ことは忘れ去 られてい る。カー ソに よれば,こ の よ うにイ スマイ リー派起源 とい

うことが次第に曖昧にな った り積極 的に否定 された りして ヒソ ドゥー化 して しまった
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教派 は数 多い30)。 しか し,グ ジ ャラー ト州 ア ーメダバ ー ド郊 外のイ マー ム ・シ ャー

(Imam　 Shah)廟 の よ うに,コ ミュナルなアイデ ソテ ィテ ィーが強化 され る現 実の中

で,タ ッキヤの戦 略を曲が りな りに も維持 し続け よ うと してい る教派 もあ る(Khan

and　Moir　 1999)o

　 遺 体 が焼かれ る ことへ の強 い恐怖や昇天 後の埋葬形 態を考 え合わせ る と,バ リ ・

ラームはいつの時点かは定か でない ものの密かに改宗 し,パ パの指示 ない し黙認 のも

とに タ ッキヤを続けていたのではないか とい う仮説はそれな りの根拠 を もつ ように思

われ る。

　パパ の熱心な弟 子の1人 だ った とされ るメー ワールの隣国 シ ロヒの藩王マ ハラジ ャ

・サ ループ ・シ ソ ・ジー(Maharaja　 Sarup　 Singh　ji)も,密 かに改宗 しムス リム風 に

改名す らした ものの,そ の事実を押 し隠 し,親 交 のあ った アル ワールの藩王にだけ死

の間際に改宗 した ことを明か して 自らを土葬す る よ うに遺言 している31)0ヒ ン ドゥー

の護 持者 を もって任ず るラージプー トの,し か も藩王が,20世 紀 前半の印パ分離独立

直前に イス ラームに改宗 した ことが露顕す れぽ政治的 ・社 会的大 混乱は避け られな

い。 シロヒ藩王 が改宗 の事実を押 し隠 したの も,そ れを配慮 した上 のこ とと推測 され

る。 もし,・ ミバ とシロヒ藩王 の交流 によって藩 王が改宗 した ことが事実 とすれば,バ

・ミは藩王の秘 密改宗 に も改宗 を隠 し続けた ことに も何 らかの形 で関与 していた こ とに

な る。パパは タ ッキヤの伝統を ど こかで知 り,そ れを改宗 した 自らの弟子 に も指示 し

ていたのではないだろ うか。 バ リ ・ラームが パパの昇天後強引 ともいえ るや り方で廟

の管理運営権を握 り,安 ん じて秘儀 を執行 してこられたの もババ との間で秘密裡に彼

が改宗 した事実があ ったか らではないだろ うか。

　 状況証拠を重ね,推 測を続ければき りがない。しか し,バ バがイスマイ リー派 であ っ

た り同派 とど こかで接触があ った りした痕跡 は今 の ところ見つか っていない。 改宗 に

際 して タ ッキヤを認め るのは イスマイ リー派 のみであ る とす ると,パ パがイ スマイ

リー派 と何 の関係 もなか ったのな らば,彼 がタ ッキヤを認めた可能性 もまたな くな っ

て しま う3Z}0ま た バ リ ・ラームの場 合は,シ ロヒ藩 王の ように改宗 の事 実を誰 かに明

か した証拠 は どこにも残 っていない。 これ らが明 らかにならない限 り,パ リ ・ラーム

の秘密 改宗 は仮説 の域を 出ない。

　 しか しなが ら,バ リ・ラームが昇天後遺体を焼 かれる ことを恐れ た ことは重大な意

味 を もつ と思 われ る。 この ことは彼 が最 後 の審判,聖 者 に よる順 罪 とい った ス ー

フ ィズム的な世界観 を受け入れて いた可能性を強 く示唆す る ものだか らである。信仰

告 白や改名 とい った外的 な行為は な くとも,ス ーフ ィー聖 者に長 く仕 えたバ リ ・ラー
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ムが世界観の面で スーフィズ ムの強い影響を受けた こ とは十分に考え られ る。 ロイが

ジ ャワ島その他で のギアーツの研究(Geertz　 l968)を 踏 まえつ つベ ンガルの事例 にお

いて指摘 して いるよ うに(Roy　 1983:249-253),「 改 宗」があ る宗教か ら別 の宗教へ の

断絶的移行 を意味す るのではな く,曖 昧 な中間段階があ りうるとい うこともここで合

わせて確認 してお きたい。

　 バ リ ・ラー ムの埋葬 に関す る遺言 の も う1つ の解釈 の可能性 は,彼 が最 後 まで コ

ミュナル なアイデ ソテ ィテ ィーに 回収 され るこ とを拒 も うとした とい う可能性で あ

る。

　彼 の師 であ るババ ・デ ィワナ ・シャーは,生 前か ら ヒン ドゥーもムス リムも分 け隔

てな く受け入れ,彼 を慕 う者 を弟子 として身辺に置 き続けた。 またババが ヒン ドゥー

の弟子 を重用す るのに不満を となえた ムス リムの弟子を叱責 し,以 後 この弟子 を遠 ざ

けた とい う話や,ま た先 に も触 れた ように ミーラー ・バ ジャンを こよな く愛 した とい

う伝説 も弟子 の子孫 たちの間 には伝わ っている33)0印 パ分離独立前夜 の,ヒ ソ ドゥー

とムス リムの コミュナルな対立 が激化 しつつ ある状況の中で,パ パは この よ うなアイ

デ ソテ ィテ ィーの差異を超越す る ような信仰 のあ り方を実践 しよ うとしていたのであ

る。

　秘密改宗説が成 り立 たない とすれぽ,バ リ・ラームが ヒン ドゥーであ りなが らババ

の聖者廟を造 り上げたの も,ま た廟 に ヒソ ドゥー ・ムス リムの区別な く巡礼 を迎 え入

れた のも,上 で述べた師の意志 を きちん と継承 し,コ ミュナルな区別 を超越す る よう

な信仰空間を維持 し続け よ うとす る意 図に よる ものだ と捉え られ よ う。

　 この解釈に従えば,バ リ ・ラームは,昇 天 に際 して も,ま た昇天の後 も,こ の ヒン

ドゥーで もなけれぽイス ラームで もないアイデ ソテ ィテ ィーのあ り方を維持 しようと

していた と考 えられ る。埋葬 の仕方 まで細か く指示すれぽ,コ ミュナルな言説 が社会

のすみずみ までを覆いつ くしつつ ある状況 の中 で,自 らの アイデ ンテ ィテ ィーが どち

らか に回収 されて解釈 される ことにな って しま う。む しろ形態が曖昧な方 がパパ 以来

の教 えを よく維持で きることにな る。仮 に彼 がスーフ ィズム的世 界観を受容 していた

としても,遺 体が焼かれ さ>xし なけれぽ その後 の墓の形態は どの よ うであ って も構わ

ない。 その ような意図の もとに,バ リ ・ラー ムはあ えて埋葬の形態を弟子たちの解釈

と行為に委ね てしまったのではないだろ うか。

　 つ ま りここか らは,「 意 図的 な両義性,ア イデ ソテ ィテ ィーの主張 に対 して両義

性 を選好 す る こ と,分 派的 な境 界作 りに対 す る抵抗 とい う意 味で の フ ァジー さ」

(Mayaram　 1998:285)を 強 固 な意志 で維 持 しよ うとす る姿勢 を読 み取 ることがのであ
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る。序章 で も述べた よ うに,コ ミュナルなアイデ ソテ ィテ ィーは,ヒ ソ ドゥーとムス

リム双方 に明確 な境界を引 くことを求あ る。即 ち 自他 の区別が くっき りとな され,ヒ

ソ ドゥーは よ りヒソ ドゥーら しく,ム ス リムは よ りムス リムら しく行動す ることを,

自 らに もまたアイデ ソテ ィテ ィーを同 じくする(は ず の)者 にも求め るのであ る。そ

こか ら析 出 して くる主体は,宗 教的 な実践 に関わ る意志 と行為を常に反省 的に点検 し,

曖 昧 さを 自らに もまた他者に も許 さない。 ここにおいて主体 は,絶 対的かつ排他的な

審判基準を もち,明 晰 な意識 のもとに意志 と行為を統御 しようとす る主体 つ ま りま

さ しく近代的主体 となるのである。 これに対 して,フ ァジーなアイデ ソテ ィテ ィーは

境界線 での分断 を拒 み,む しろそ の境 界線 の間に とどまろ うとす る。「ヒソ ドゥーか

ムス リムか」 とい う判断を逃れ,境 界的 な状態に踏み とどまるには,コ ミュナル ・ア

イデ ンテ ィテ ィーの要請 す る主体 たるこ とを拒む ことも必要 とな る。 つ ま り,主 体的

判断を 一部放棄 し,自 らの意志 と行為 を常 に暖昧で不安定な状況 と して維持 してゆ く

ことが,コ ミュナ ル ・アイデ ンテ ィテ ィーに対 置 され る フ ァジーな アイ デ ソテ ィ

テ ィーの必要条件 となる。

　 バ リ ・ラームはババ とい う師に 自らを委ね,自 己 を否定 して仕 えることY'`生涯 を費

や した宗教者 である。そ の生 き方は,他 者の判 断には屈 しない絶対的な判断基準 とし

ての 「自己」を求め る近代的主体 とは大 きな隔た りがある。 その彼が コミュナルな ア

イデ ソティテ ィー決定,つ ま りあれか これかの主体 的な判断 を迫 られた時に取 りうる

選択肢 は何 だ ったであろ うか。 ロゴスの人ではな く,ひ たす ら行為 によって自らの信

仰を実践 し表 現 して きた彼 は,主 体的な アイデ ソテ ィテ ィー選択 を迫 る言説に対 して

ひ とまず沈黙で答え ることになる。そ うして アイデ ンテ ィテ ィーがそれ で決定 して し

ま うか らこそあえて曖昧 さを強 い意志 で維持 しよ うと したのである。公 に改宗 の告 白

をす るこ とを迫 られた時に 「後は なるよ うにな る」と答 えた ことに も,弟 子たちに 「遺

体 の答 は遺体が出す」 と遺言 した ことか らも,自 らの主体的判断を放 棄 し,後 は 自ら

が信ず る ものに任せ よ うとい う意志 を読み取 る ことが できよ う。

　 いずれ にせ よ,バ リ ・ラームの遣言 は ごく近 しい者 にのみ残 され,そ の内容は多様

な解釈 に対 して開かれた まま,バ リ ・ラー ムは昇天を迎え ることにな る。

　 しか し,本 人 の意図や アイデ ソティテ ィーは曖昧 なままであ った と して も,そ の当

人を埋葬 しさ らに何 らか のモニxメ ン トを残す とした ら,そ れは曖昧な ままではあ り

えない。それ は何 らかの行為を必然的に伴 い,何 らか の具体的 な形を残す ことになる

か らであ る。80年 代後半 とい うコ ミュナルな言説 が充満 した社会空間においては,そ

れ らが どの よ うな形 を とって も ヒソ ドゥー的であ るか またはイス ラーム的な行為や形
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と して常 に意味を付与 され て しまう。そ の結果,埋 葬 されてい る本人のアイデ ンテ ィ

テ ィーが固定 され るの と同時 に,埋 葬や モニ ュメソ トの維持に関与 す る者たちのアイ

デソテ ィテ ィーまで もが染め上げ られ てゆ く可能性が常につ きま とうことになる。

　 バ リ ・ラームの埋 葬 とその後の墓廟 の建設が複雑 な変遷を た どるこ とにな った の

は,残 された弟子たちや近親者 が コ ミュナルな言説 とも交渉 しつつ,そ れ 自体曖昧 な

故人の遺志を解釈 し実現 しようとした結果 と考え られ る。

　次節では,バ リ ・ラームの埋葬 を中心 に,弟 子た ちの アイデ ンテ ィテ ィーをか けた

交渉 の過程を捉え ることに しよう。

2.3　 バ リ ・ラ ームの昇 天 と埋葬

　 バ リ ・ラームは長 く病 に苦 しんだ後,結 局1987年10月 に ババの廟内にある彼 自身 の

居室で昇天を遂げた。昇天 のしば ら く前か ら,一 番弟子のデ ヴ ィ ・ラールはバ リ ・ラー

ムを埋葬す るな ら,彼 が生涯 をかけ て造 り上げて きたババの廟の敷地 内に埋葬す るこ

とを計画 していた。埋葬地 にす るための土地 も廟の正門の北側に続 く宿泊施設 のはず

れに パ リ ・ラーム名義 で購 入 してあ った。

　 これに対 して,ム ス リムは強い抵抗 を示 した。彼 らは,カ パ ーサ ンに居住 するムス

リムを中心に バ リ ・ラームの廟 内埋葬反対 のためのデモ行進を組織 し,バ バの廟 を取

り囲んだ。 このため警察 が出動す るな ど,廟 の周辺は一時緊迫 した空 気に包 まれ たと

い う。

　 ムス リムが連想 したのは,序 章 で も簡単に触れた ア ヨーデ ィヤのマス ジッ ド問題 で

あった。 当時 この問題はイ ン ド人民党 な どのキ ャンペ ー ンに よって次第に全国的 な政

治課題YyL.発展 しつつあ った。 ア ヨーデ ィヤには ムガルの初代皇帝バー ブルの武将 の祈

願 に基づ きマスジ ッ ドが建 て られ,何 世紀 に もわた って ムス リムの信仰 空間が維持 さ

れ て きた。 ところが,一 部 の ヒソ ドゥーに よってマ スジ ッ ドのあ る場所 こそが ヒン

ドゥーの崇拝す るラーマ神の生まれ た ところだ とい う主張がな され,イ ン ド独立 の直

後 には,マ スジ ッ ドの内陣に ラーマ神像 を設置す るこ と,ま た ムス リムとヒン ドゥー

は別 々の入 りロを使 って この空 間を共有す る ことが認め られて しまった。 この当時,

イ ソ ド人民党 に代表 され るヒン ドゥー ・ナ シ ョナ リス トの要求は さらにエ スカ レー ト

し,こ の信仰空間か らムス リムを完全 に排除 しラーマ生誕地記念寺院を造 る とい う計

画 が現実 のものとな りつつあ った。

　 カパーサ ソの ムス リムは,「 た とえバ リ ・ラームが スー フ ィー聖者に長 く仕 えた と

しても,最 後 まで信仰告 白を しなか った のだか ら,結 局は ヒン ドゥーだ ったのだ。 ヒ
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ン ドゥーをババの廟に埋葬すれ ぽ,後 にな って ここは ヒソ ドゥーの聖者 の信仰空間で

あ るとい う主張をす る者が きっと現れ るに違 いない。 そ うすれぽ ア ヨーデ ィヤのマス

ジ ッ ドと同 じ混乱が起 きて,神 聖なパパの廟 が汚 されて しま う」34)のを 恐れたのであ

る。 ここか らは,国 家 レベルで支配的な コ ミュナル ・アイデ ソテ ィテ ィー言説が既に

地方的な紛争 に も持 ち込 まれつつあ った ことを うかが うことが できる。

　 この まま事態 を放置すれぽ廟で暴力騒 ぎに発展す る可能性 もあ り,そ うなれば よ り

広域での ヒン ドゥー ・ムス リム間の暴動につながる ことは避 けられな い。遂 に,カ パ ー

サ ンを管 轄す るチ ヅトールガル ・デ ィス トリク トの行政 の最高責任者(コ レクター)

が 事態の収拾 に乗 り出 した。 コレクターはデ ィス トリク トの警察長官を伴 って廟内の

バ リ ・ラームの居室 を訪れ て弟子たちの意向を確 かめ,カ パーサ ンのムス リム長老 ら

とバ リ ・ラームを廟 の外 に埋葬す るよ うに説得 した。

　かつてバ リ ・ラームが健在 だった頃,パ パの ム リッ ドでカパーサ ソに在住の ヌール

・モハ ンマ ド(Noor　 Mohammad)と い う男性35)が 亡 くなった。 カパ ーサ ソの ムス リ

ムはババへの信仰 が篤か った この ヌール氏をババの墓室近 くに埋葬 しよ うと した。 と

ころが,そ の時 パ リ ・ラームは 「この廟はババ ・デ ィワナ ・シャーだけが眠 る場所 で,

他 の誰 も葬 る ことはできない」 と主張 し,ム ス リムの計画 が頓挫 して しまった。 ムス

リム長老 らは このバ リ・ラームの論理 を引 き合いに出 し,も しバ リ・ラームを廟内に

葬れぽそれはバ リ ・ラーム自身の意向に も逆 らうことになる と主張 した。

　 この論理 には,バ リ・ラームの弟子たち も従わ ざるをえな い。結局,彼 らは廟の近

くの土地 を探 してそ こに埋葬す ることに した。埋葬 は急 いで行わ なければな らない。

コ レクタ ーらの斡旋 もあ り,弟 子 たちは今 バ リ ・ラームの墓廟が建つ 荒地を10万 ル

ピーで緊急 に購 入 した。金は弟子たちが融通 しあ ったが,名 義はバ リ ・ラームの代理

としてババ の廟 の運営に も携わ ったバ リ ・ラームの娘婿 の ものと した。形式 の上 では,

廟 はバ リ ・ラームの一族 の資産 とい うことにな ったのである。

　 さて,実 際 にバ リ・ラームの埋 葬が行われたのは彼 の昇天 の翌 日の ことであ った。

ムス リムの多 くはバ リ・ラームをパパの廟 に葬 る ことには反対 していた ものの,葬 列

には参加する意 向をもつ者 も多か った。 しか し,こ の 日の早朝 ジ ョー ドプールのムス

リムの法学者か ら 「バ リ ・ラームは信仰 告 白を公 に しなか った以上,ム ス リムではな

い。 ムス リムでないものの葬儀に参加す ることは認 め られ ない し,参 列すれば コ ミュ

ニテ ィーか ら除外 して構わな い」 とい う旨の ファ トワが出された。前 日の騒動 の中で

バ リ ・ラームの(少 な くとも表向 きは)ヒ ン ドゥー としての アイ デンテ ィテ ィーをム

ス リムも認識 していたこ とは 明らかであ る。 それ に もかかわ らず ファ トワまで出 して
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ムス リムの葬 列への参加 を禁 じた ことは,コ ミュナルなアイデ ンテ ィテ ィーの差異を

越>xた 聖者 への尊崇 の念 を葬儀へ の参列 とい う形 で表 現 しようとす るムス リムがかな

りいた ら しい ことを,逆 説的 に明らかにす るエ ピソー ドといえ るだろ う。 またその よ

うな地元の ムス リムの動 きに対 して,長 老や法学者たちが強い危 惧を覚>xて いた こ と

もうかカミえよ う。

　 いずれ にせ よ,フ ァ トワに よる禁止 は葬送への ムス リムの参加の気運 を大 きく殺 ぐ

ことにな った。デ ヴィ ・ラールの次 男ジ ャムネーシ ュ氏に よれば,実 際に葬列 に参加

したムス リムは2～3人 のみ で,彼 らも埋葬地の手前 で葬 列を離れ,埋 葬その ものに

まで参加 した ムス リムは1人 もいなか った とい う。 ヒソ ドゥーの側 も,ヒ ソ ドゥーで

あ った のに土葬をす る とい ういささか奇異 な葬送 へ の出席 を見合わせ る者が 多か っ

た。 その結果,昇 天前は偉大な聖者 と して広 く尊崇 を集 めた者 の葬儀 と してはかな り

寂 し く,ご く限 られた人数 で埋葬が と り行われ ることにな った。

　 それで も弟子 たちは,「 バ リ・ラームの出身地であ るマル ワール地方 の クマ ワ ッ ト

には死者を土葬す る習慣があ る。 マル ワールは砂漠で遺体を焼 くだけの薪 を集め るの

は大変 だか ら」 とい うか な り苦 しい説 明36)を つ け て土葬 を行 った。 しか し,こ の説

明を して くれた アヴィニーシュ氏(オ ーム ・プラカーシ ュ氏の長男で,バ バや バ リ ・

ラームの墓廟 に向か うパス通 りで薬局 を経営 している)は,同 時に 「我 々は どうい う

や り方 で師 の埋葬をすればいいのか よくわか らなか った」 とも語 っている。実際 には

頼 るべ き先例 もな く,地 域 の コ ミュニテ ィーの人 々か らは厳 しい批判的な視線 を浴び

る中でt何 とか師 の遺志を尊重 し,師 を悼む感情を表現 しようとす る弟子たちの苦衷

が察 せ られ る。

　 ア ヴ ィニー シュ氏 の話を続け よ う。

師はスーフィーの聖者に仕えた方でしたから,何 とかイスラーム式に埋葬をしようと思っ

ていました。 しか し,ム スリムが誰も来なかったのでクルアーンを読む人もおらず,埋 葬

は黙々と行われました。南北を測 って,体 を横たえて埋葬することはわかっていたのです

が,顔 をどちらに向けた らいいのかわか りません。皆で 「どうしようか」と言いながら師

の体を地面に掘 った穴の中におろしました。するとどうで しょう。師の顔が自然と動いて

西を向きました。師の意志が現れたと思い,そ のままにしましたが,後 でそのや り方がイ

スラーム式では正しかったとわか りました。

　バ リ・ラーム自身,埋 葬の方法については非決定の態度を貫き,曖 昧な遺言 しか残

さなか った。それに対 して弟子たちも師の遺言に何 とか解釈を加えつつ,最 終的な部

分では主体的な判断を放棄 していることに注目しておきたい。弟子たちにしてみれぽ,

633



国立民族学博物館研究報告　　26巻4号

埋葬 の最後 の最後 に至 って,ま さにバ リ ・ラームの遺言通 り「遺体 の答 は遺体が出 し」

た のであ る。何 らか の重大 な選 択 が問わ れ てい る場 面 で判断 を働 かせ るこ とが な

く,自 分(た ち)と は何か別の意志 の働 きに よって 「自然に事が成 った」 とい う説 明

は今後 もしぼ しぼ現れて くる。 この ことの含意 は前節 でも既 に検討 したが,第4章 以

降でさ らに総 合的 に考察を加え る。

　 バ リ ・ラー ムの埋葬地 は,1ヶ 月余 りの間は盛 り土 を した ままの状態 におかれ た。

その後本章 冒頭 で見た よ うにイ スラーム式の墓 石で覆われ,さ らに雨露を しの ぐため

に トタン屋根の建物 が築 かれてい った37)0当 初 弟子たちの間には墓廟の営み方や祭礼

の方法について異論 がさ しはさまれ るよ うな事 態は起 こらなか った らしい。 しか し,

バ リ ・ラームの昇天 から1年 がた ち最初 の年 忌祭が行われ る頃になる と,弟 子や近親

者たちの間に次第 に亀裂が生 じて くる。

　 バ リ ・ラームの一番弟子 と 目され ていたのはマ ソダル出身 のサ ラス ワッ ト・ブラー

マ ソた るデ ヴ ィ ・ラールであった。 デ ヴィ ・ラール もバ リ ・ラームに仕 えつつ,そ の

卓越 した信仰 の熱心 さと自身 のカ リスマ的人格に よって周囲か ら聖者 と見な され るよ

うにな っていた。 また彼 はかね て 自らの信仰を,自 己を滅 してひたす ら師 に仕 えるこ

とに よって悟 りの境地 に至 り師の力に よって神を見 出そ うとす るグル ・パ クテ ィの流

れを くむ もの と捉え,自 らの息子 たちや弟子 に説 明 していた。彼は,パ パ こそ神 の化

身 であ り,バ リ ・ラームは この世 に現れ た神 に仕 える聖者で,デ ヴィ ・ラールに とっ

ては真 の神 に引 き合わせ て くれた 師であ ると捉 えていた とい う。神た るパパが スー

フ ィーの聖 者で あ る点 は奇 妙 では あ るが,デ ヴ ィ ・プール の信仰 の あ り方は ヒ ン

ドゥー的 な聖者信仰に非常 に近 い性 格を もっていたこ とに なる。

　 デ ヴィ ・ラールは,バ リ・ラームの年忌祭が巡 って くる と38),一 番 弟子 として当然

の ようにバ リ・ラームの墓の儀 礼的洗浄 を行 お うとした。 ところが,バ リ ・ラームの

娘婿 は墓室 の扉に鍵をかけ,デ ヴィ ・ラールの立 ち入 りを拒んだの であ る。

　 デ ヴィ ・ラール とバ リ ・ラームの娘婿 とは,バ リ・ラームの晩年か ら既にパパの墓

廟 の運営や儀礼執行の継承権をめ ぐって潜在 的に対立 関係 にあった と思われ る。 また

バ リ ・ラームの未亡人や娘婿 らは,バ リ ・ラームの埋葬地 が娘婿 の名義 とな った こと

か ら,こ こを実際上 も自分た ち親族の プライベー トな信仰 の場 に しよ うと していた と

され る。娘婿 らは,今 後 デ ヴィ ・プールが墓 廟の儀礼 な どで主導権 を握 る と自分たち

の意図が実現 しな くなって しま うことを恐れたのであろ う。 さらにバ リ ・ラームの妻

はバ リ ・ラー ムの墓廟内 に住む意 向を もっていたが,デ ヴィ ・ラールは その考えにあ

ま り積 極的ではなか った。 バ リ ・ラームの妻に してみ ると,自 分 はデ ヴィ ・ラールの
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グル ・バ トニーにあた るのに,自 分の意向を きちん と聞 こうとしないのは不遜だ とい

う思い もあ った39)と い う。

　娘婿 らの行動 は,オ ーム ・プ ラカーシ ュ氏 らに よって も支持 され ていた。彼は出生

時に パパか ら命を救われ て40)以 来 の熱 心なパパの信者 であ り,パ リ ・ラー ムに も長

年にわた って仕え可愛 が られ てきた とい う自負があ った。そのため 自分 がババやバ リ

・ラームの廟ではデ ヴ ィ ・ラールほ どに重要 な役割を果たせない ことに不満 を抱 いて

いた。 また,自 らの出 自に関わ りな くスーフ ィズム的な信仰や儀礼のあ り方 をきちん

と守 ることが,バ バやバ リ ・ラームに仕 えた者の正 しい行いなのに、デ ヴィ ・ラール

はそれを故意 に ヒン ドゥー的 に解釈 し直 しているのではないか とい う危惧 もあ った。

オーム氏 にすれば,バ リ ・ラームの墓廟が 「ヒン ドゥー化」す るのを防 ぐために も,

デ ヴィ ・プールが廟 の儀礼の主 導権 を握 るのを黙 って認め るわけにはいかなか ったの

であろ う。立 ち入 りを拒 まれたデ ヴ ィ ・ラールはあた りをはばか らず号泣 し,師 への

思いが満 たされ ないことに落胆 してマ ソダルに戻 った とい う。

　 デ ヴィ ・ラールが年忌祭 の時に墓室への立ち入 りが拒 まれた背景には,上 記の よ う

な感情 の もつれや墓廟 の運営 に関す る見解の違 いが絡 んでいた。墓廟を どの よ うに祀

り,ど の よ うに運営 してゆ くかは廟に眠 る当人の アイデ ソテ ィテ ィーの問題 であ ると

同時に,廟 の運 営に中核的 に関わ る者たちの信仰やア イデ ソテ ィテ ィーの問題で もあ

る。バ リ ・ラームの弟子た ちの間には,バ バやバ リ ・ラームの廟 の捉 え方や彼 らへの

信仰のあ り方をめ ぐって微妙 な差異が生 じつつあ ったのであ る。

　 ここで,バ リ ・ラームの墓 廟のその後 のあ り方 に大 きな影響を及ぼす 出来事 が生ず

る。最重要の弟子 デヴ ィ ・ラールその人 が,師 の昇天 のち ょうど2年 後 に師を追 うか

の ように他界 して しま う。残 された2人 の息子 と弟子たちは,マ ソダルでデ ヴィ ・ラー

ルの墓廟 を営む と同時に,デ ヴ ィ ・ラールの意志 を継 いで結束 してバ リ ・ラームの墓

廟 の運営や造営,あ るいはババの墓廟 での祭 礼に大 きな影響力を及ぼす よ うにな って

い った。 デ ヴィ ・ラールの墓廟は,時 期的にはバ リ ・ラームの二重墓式の墓廟に先行

し,そ の雛型 となる ような独特の様式を もって建造 されている。 ここで章を改め,マ

ンダルにおけ るデ ヴィ ・ラールの廟の発展をお さえてお くこ とに しよう。
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3　 デ ヴィ ・ラール の聖者廟 の成立 と発展

3.1デ ヴ ィ ・ラ ー ル の 生 涯

　 デヴ ィ ・ラールの故郷マ ンダルは,バ バや バ リ ・ラームの墓廟があるカパーサ ンの

北60kmほ どの ところにあ る。 メー ワール地方有数 の産業 都市 ビル ワラの郊外 に位

置 してお り,か つては小 さな農村 だ ったが ビル ワラの発展に歩調を合わせるかの よう

に発展 し,今 では商店や住宅の建 ち並ぶ町 となって いる。

　 デ ヴィ ・ラールが まだ小学生の時7バ リ ・ラームが担任 としてzン ダルに赴任 して

きた ことが,こ の2人 の出会いであ った。 デ ヴィ ・プールは バ リ ・ラームの感化 を受

け,ま もな く晩年 のババの もとを訪れ る よ うになる。 デ ヴィ ・ラールの父は貧 しく,

富 裕 な商 人や時 には マハラナの使 いす ら訪れ る とい うスーフ ィーの聖者の もとに ヒソ

ドゥーの息子が 出入 りす ることを案 じた。 しか し,デ ヴィ ・ラールは父を逆に説き伏

せ,父 を もババ の もとに連れて行 った。 父はババ を一 目見 るな り 「この人は神だ」 と

言い,バ バの もとにひれ伏 した とい う。 こ うして,デ ヴィ ・ラールの一族は皆ババの

熱心 な信者 になってゆ く41)0

　 バ バ も早 くか らデ ヴィ ・ラールの宗教家 としての資質 を見抜 いていた。ババ はバ

リ ・ラームに 「デ ヴィ ・ラール の眼には人を磁 力でひ きつけ る ような魅 力が備わ って

い る。 また彼 の心 は神へ の思い で熱 くな ってい る。 あ ま りデ ヴィ ・ラールに普通 の教

育を受け させ てはいけない。教育に よる知識を身につけ る と,神 への思いで熱 くな っ

た頭 や心 を狂わせ る ことになる」 と常 々言 っていた とい う。 しか し,デ ヴィ ・ラール

は長 じて後(そ の頃 には ババは昇天 していた)「 私 の ジ ャーテ ィの者は 皆大学 に行

き,知 識 を使 った仕事 を しなけれぽ ならない」 と言い,ウ ダイ プール で大学教育を受

け,さ らにア ーグラに行 って ヒソデ ィー語 とウル ドゥー語 の大学院教育を受けた42)・

　 修士課程 まで修 了 した彼 は,故 郷 に戻 り官吏にな る。官僚 としては主に収税や登記

関係の仕事を歴任 したが,こ のこ とはバ リ ・ラームを助 けてババの廟が ワクフ ・ボ ー

ドの管理下に入 らない ようにす る ことに寄与 した と思われ る43)0

　 同 時に,転 勤す る先 々の有名 な寺院な どでデ ヴ ィ ・ラールはひたす ら神を求め様 々

な宗派の修行に も励 んだ。例 えぽ コタに いた時は,ア ゴ リ ・パ ソ トの聖者 につ き悟 り

を開 くために何 日間 も火葬場 で修行 を した。 またチ ッ トールガルでは ミー ラー ・パ ー

イが籠 っていた とい う寺院 に半年 ほど籠 リバ クテ ィに打ち込 んだ こともあ った。 さら
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にマイジー と呼ばれ るﾘ)バ バ の熱烈 な女性信者 とともに ムス リムの墓地 に何 日も暮

ら し,見 神体験を求めた こともあ った。 これ らの修行を通 じて宗教家 と しての経験 が

深 まって いった と思われ るが,デ ヴィ ・ラールは片時 もババ とバ リ ・ラー ムを忘れ る

ことはなか った。様 々な修行 をす る際 も,バ リ ・ラームの助言を常 に求めてお り,苦

しい時 に訪れ るのは いつ もババ の墓廟 とその かたわ らに あるバ リ ・ラー ムの居室 で

あった。官吏 としての貢献 もあ り,デ ヴィ ・プールは次第にバ リ ・ラームに とっても

かけが えのない重要 な弟子 とな ってゆ く。

　 デ ヴィ ・ラールは70年 代後半 に長 い官吏生活を引退 し,故 郷のマ ンダルに戻 って隠

居生活 に入 る。隠居 した彼 は,マ ソダルの町 を散歩 しては幼な じみの家やお気 に入 り

の店 の前 に座 り込みあれ これ宗教 に まつ わる話 を して過 ごす よ うにな った。 マ ソダル

の人 々が,デ ヴ ィ ・ラールの宗教者 としての不思議な力に気づ くのは これ以後 のこ と

であ った。 デ ヴ ィ ・ラールは様 々な予 言や願 い事 をかなえ る奇 跡で人hを 感服 させ

た。 また温和 で人格的 な魅力をたたえ,ヒ ン ドゥー ・イスラームを問わず様 々な説話

を語 っては,集 まった人 々に 自らの行 いを正 し神聖 なる存在を求め る気持ちを起 こさ

せ る力を もってい たとい う。町一番 の荒 くれ者を 自負 していた仕立屋の兄弟(ラ メー

シュ ・ダルジーRam駸h　 Darji氏 とバ ブー ・ラール ・ダルジーBabⅢal　 Darji氏 の

兄弟)も,そ のよ うな デヴィ ・ラールの不思議 な力に魅入 られた者の代表 で}後 にデ

ヴィ ・ラールの息子た ちを助けて墓 廟の造営 や運営 に尽 力す る ようにな る。

　 マ ンダルでは,デ ヴ ィ ・ラール 自身が次第 に聖者 と見なされ,彼 を尊崇す る人 々が

彼 の もとに通 って仕 えるよ うにな ったが,デ ヴィ ・ラールは 自らの力の源は カパ ーサ

ンのバ リ・ラーム とババであ ることを人 々に伝 え,彼 らもカパーサ ンを訪れ るよ う促

した。 マ ソダルの人 々は,デ ヴィ ・ラールの指導 に従 い,や がて師にな らってバ リ ・

ラームを も師 と仰 ぐよ うにな ってゆ く。 バ リ ・ラームが カパ ーサ ソのパパ ・デ ィワ

ナ ・シャー廟 で言 わば カル ト内カル トを発展 させ,権 威 を よ り一層高めてゆ くのにデ

ヴィ ・ラールの力は大 きか った。

　 また前章 で も述べ た ように,デ ヴ ィ ・ラールはババの廟 で も積極的に活動 した。特

に80年 代半 ぽに入 ってバ リ・ラームの体の 自由が きか な くなる と,バ リ ・ラームに代

わ って ウルスの重要 な儀礼を執行す るよ うにな った。彼 は,バ リ・ラームの昇天後 廟

のイス ラーム化が進 行す る中で もrこ の役割は死守 し続 け,や がてその役割は 自分の

息子たちに継承 され る ことになる。 さらに バ リ ・ラームの埋葬や墓廟 の営み でも主導

的役割を果たそ うとしたのだが,反 対派の抵 抗を受 けた ことで力を落 とし,1989年 に

他界の時を迎 えるに至 る。
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3.2　 デ ヴィ ・ラールの聖者 廟 の発展

　 デ ヴィ ・ラールは バ リ ・ラー ムが昇天 した際 もはた 目に もお か るほ ど落胆 し,バ

リ ・ラームの遺体 にす が って 「私 もす ぐにお側に呼 んで くだ さい」 と大声 で嘆願 し

た。その後,気 丈 に も立 ち直 って埋葬を と り行い,墓 廟の造営 に も力をつ くしたのだ

が,翌1988年 の 年忌祭 では墓石 の洗 浄儀礼 をす るのを拒 まれて しまった。 デ ヴィ ・

ラールは号泣 しなが ら,親 しい友人に 「私が しよ うとす ることは皆が受け 入れ よ うと

しない。 こんな ことでは,こ の世に いる意味はない。 も う立 ち去 って グルのもとに行

くことに しよ うと思 う」 と憤愚を語 った。気力がめ っき り衰>xた ことに気づ いた もの

の病にかか ったわけで もないため,こ の言葉を伝え聞いた息子 たちはまさか これが デ

ヴ ィ ・ラールの 自らの死 の予言だ とは思い も しなか った。

　 しか しJこ れか ら後 デ ヴィ ・ラールは しば しば 自らの死を予期 させ る言動を取 るよ

うに なった とい う。その中で,彼 は他界後の 自らの遺 体の取 り扱 い方 を も周 囲に漏 ら

して いる。 それ は,「 バ リ・ラームの時の よ うに混乱が起 こるのを私は望 まない。私

の遺体は焼いて構 わない。 しか し世間 とは別に してほ しい(ド ゥニヤ ・セ ・アラグ ・

ラ クナーまたは カルナー)」 とい うものであ った45)0

　 後 半部 分が また して も謎 めいてお り,具 体的に何を ど うす ることを指す のか,こ の

言葉だけか らはわか らない。周 囲の人 々は,師 であ るバ リ ・ラー ムの遺体 の埋葬 をめ

ぐって様 々な混乱 が起 こったので,デ ヴィ ・ラールは 自らの遺 体を ヒン ドゥーの伝統

に従 って焼 き,混 乱を招か ない ように指示 した ものだ と思 ったが,後 半 は聞き流 して

お りその真意 をあえて尋ね ようとしなか った。 しか し,後 に この後半部分 の解釈 が大

きな意 味を もつ よ うに なって くる。遺体 を焼 くのか焼かな いのかで違 いはあ るもの

の,処 理 方法を意 図的 に曖昧 に し別 の ものの意志 に委ね よ うとす る点 で,デ ヴ ィ ・

ラールは見事 に師の方法 を受 け継 いだ こ とにな る。

　翌年,つ ま り1989年 の7月,デ ヴィ ・プールは会食に呼ばれた先か ら帰 る途 中突然

嘔吐 し,そ の まま意識 を失 って倒れ て しま う。息子たちは ジャイ プールや デ リーの病

院に父を入院 させ懸命 に治療 に努めた。闘病生活の途中,バ リ ・ラームの2度 目の年

忌祭が巡 って くると46),意 識 が朦朧 と した ままだ った デ ヴィ ・ラールは突然正気を取

り戻 し,病 室のベ ッ ドに3日3晩 座 った まま過 ご した。 この時,彼 は 「自分 の身体は

ここデ リーにあ って も心 は カパーサ ソにあ る」 と言い,バ リ ・ラームの墓廟 で起 こっ

てい ることを生 き生 きと語 った とい う。 しか し,デ ヴ ィ ・ラールの気 力 と奇跡 もこ こ

まで であ った。デ リーか らマ ソダルに戻 った彼は1989年10月25日,ヒ ソ ドゥー暦 のカー
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ルテ ィヵ月暗半月ll日 目,イ ス ラーム暦 ラヴィウル ・ア ッワル(Raviul　 Awwal)月25

日の夕刻 に亡 くな った。師バ リ ・ラーム とヒソ ドゥー暦 なら2日 違 い,イ ス ラーム暦

な ら1月 遅れ の同 じ日の昇天であ った。 息子 たちは,こ れ も師 を慕 うデヴ ィ ・ラール

の思いが結実 した もの と捉えてい る。

　 デ ヴィ ・ラールが昇天す る と直ちに息子や 弟子 たちが集 まって葬儀を ど うすべ きか

が話 し合われた。遺体の取 り扱いについての彼の遺言が全 員に明か されたの もこの場

であ った。 弟子た ちは 「世 間 とは別 に してほ しい」 の解釈 をめ ぐって苦悩 した。 デ

ヴィ ・ラールはマ ソダルの 火葬場の近 くに土地 を所有 していた。荒地 のままで,火 葬

場 に も近 いため普段はめ ったに人が行かない ところだ った。 しか し,彼 は生前弟子 の

1人 に 「この土地は将来役 に立つ だろ う」 と漏 らした ことがあ り,ま た別の弟子 には

「私 は将来 火葬場 を栄 えさせ るだろ う」と謎め いた言葉を言 った ことがあ った。集 まっ

た弟子 たちは遺言 の他 に,こ れ らの言葉 を重 ね合わせ,結 局 デヴ ィ ・ラールは今の火

葬場 の近 くの彼 自身 の土地で遺体を焼 くことを望んでいたのだ と解釈 した。 これな ら

ば確か に一般 の ヒソ ドゥーの火葬場 とは別になる上,荒 地 も役 に立つ ことに なる。 火

葬 の行われ た場所 に何 らかの モニ ュメ ン トが出来 て参拝 のため に人 々が集 まれば,「火

葬場 が栄え る」 とい うデ ヴィ ・ラールの予言 も成就 する ことになるだ ろ う。仕立屋の

弟子兄 弟 とデ ヴィ ・プール の2人 の息子はそ の 日の夜 に火葬 場に隣接 す るデ ヴィ ・

ラールの土地 に出か けa火 葬をす るべ き場所を確定 させた。

　 デ ヴィ ・ラールの長男 ジ ャイ ・プラカーシュ氏はデ ヴィ ・ラールの遺体 を焼 くこと

その ものについて も,こ の時点では まだ逡巡があ った とい う。 しか し遺体 をどのよ う

に扱 った として もデ ヴィ ・ラール のその後の ことはババやバ リ・ラームが見て くれ る

だろ うと思い結局遺体 を焼 くこ とに同意 した とい うのである47}0

　 こ のことは,少 な くともデ ヴィ ・プール の近親に までは遺体 を焼 くことの恐怖が共

有 されていた ことを うか がわせ る。 デ ヴィ ・ラールの遺言 もよく見れぽ遺体 を焼 くこ

とは 「構わない」 と言 っているの であ って,積 極的に遺 体を焼 くように言 ってい るわ

け では ない。あ くまで残 され た ものが社会的混乱に巻 き込 まれない よ うに との配慮か

ら,や むな く焼 いて もよい と言 っているよ うに も取れ る。つま り,前 章 で述べた タ ッ

キヤの伝統 とまではいかな くとも,デ ヴィ ・ラール もまた遺 体の保存 と最後 の審判で

の師の と りな しとい う世界観 をあ る程度受 け入れ ていたが故 に,遺 体を積極 的に焼

くよ うには指示 しなか った とも考え られ るの である。 長男 の心 配 も,遺 体 を焼 いた

後の魂の状態に向け られている。 また残 された者たちのその後 の行動 を見 て も,ス ー

フ ィー的ない しイス ラーム的 な葬送や モニ ュメソ トを残す ことを意識 している。 これ
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らは,デ ヴィ ・プールが何らかの形でイスラーム的世界観を受容 したことを残された

者たちが察知 していたことを疑わせる。 しか し,デ ヴィ ・ラール(あ るいはその息子

や弟子)は この件について何ら明確iな証拠を残 しているおけではない。またこれから

述べるように,遺 体の取 り扱いやモニュメントの建造については他の説明も十分に成

り立つので,こ こで述べたことは憶測の域を出ない。

　さて,葬 送が行われたのは翌 日のことであった。火葬場までの行列が出発する直前

になると,誰 が言い出すともな く遺体の周 りでローパーンの儀式が行われたとい う。

この儀式は無言で,香 炉に香が大量にたかれその香炉を弟子の1人 が持って遺体の

周囲を回るというものであった。

　葬列が動き出す と,集 まった近隣の人々が この地方で葬列を送 る慣習通 りに

rRam　 N緡　 Satya　Hai」(文 字通 り訳せば,「 ラーマ神の名は真理である」)と 唱えだ

した。しかし,弟 子たちはそのように唱えるのは世間一般の葬儀の時だけで,こ の葬

列は特別な聖者のものだか ら唱えるべきではないと周囲を説得し,結 局無言のまま葬

列が進んだという。「世間 とは別にせ よ」とい うデヴィ・ラールの遣言のしば りであ

ろうか。それにしても,無 言の葬列 とい うのは少な くともこの地方では異例であ り,

ラーマというヒン ドゥーの神の名を,ス ーフィーの聖者に人生を捧げた師の葬送に使

わせまいという弟子たちの意思を読み込むこともできよう。

　火葬場の隣のデヴィ・ラールの土地では,こ のあた りの ヒソ ドゥーのしきた りに

従って遺体の火葬が行われた。通例ならぽ,遺 骨は しばらくの間放置 され,そ の後一

部が集められ,息 子たちの手でハ リドワールやバラーナシーなどの聖地に運ばれてガ

ンガーに流され,残 りは火葬場で朽ちるに任されることになる。

　 しか し,「世間 とは別にせ よ」 とい う遺言や 「火葬場を栄えさせる」という予言は

全て成就 されねばならない。 この後,「 オー トマチ ックに仕事が進み」48}写真に見ら

れるような墓廟が火葬の行われた場所に姿を現すことになった(写 真7)。 ヒンドゥー

で火葬をした聖者の墓廟などは異例中の異例で,も ちろん何をどのような形で造営す

べきかの先例は全 くない49)0しか し,建 築の節 目節 目でデヴィ・ラールからの 「イソ

スピレーショソの助けがあって」50)仕事はスムーズに進んでいったとい う。

　廟は二重墓構造で,火 葬をしたその場所がオリジナルな下墓になっている。当初は

火葬後の遺骨の上 にそのまま盛 り土がしてあったが,火 葬 の1ヶ 月余 り後に墓石で

覆 ったとい う。その際,墓 石は遺骨を覆 うように直方体であったが,既 に上面は平

滑な形を していた。墓石にはチ ャーダルがかけられバ ラの花が散らされていたが,

チャーダルにはデヴィ・ラールが生前好んで着ていたケーサル色の布が用いられ,ム
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写 真7デ ヴ ィ ・ラ ール の墓 廟 の全 景

スリムにとっての聖なる色である緑色の布は使ったことがなかった。下墓の周 りには

1993年 頃煉瓦づ くりの墓室が造 られた。そ うして97年 に現在のような2階 建ての墓

廟が完成 した。その際,i階 のオ リジナルな墓の墓石は取 り除かれ,も との盛 り土に

戻された。盛 り土の上には白のチ ャーダルがかけ られている。下墓は密閉されてお

り,年 忌祭などの特別な場合に親族や近 しい弟子たちのみが立ち入ることできる。

　2階 の墓室は八角形で周囲に露天の回廊がめ ぐらされている。墓室への入り口は,

東側 と南側の2箇 所にある。墓はオ リジナルな墓 と同様に南北に軸が沿 った直方体

で,頭 部は北側になっている。墓の周囲には膝の半分丈ほどのコンクリー ト製の低い

フェソスがめ ぐらされ,足 部にあたる南側だけが切れている。北側の壁は二重の壁寵

があり,下 には花飾 りをかけられたデヴィ・プールの等身大の石膏像が置かれ(写 真

8),そ の上にバ リ・ラームの大写 しの写真が飾 られている。さらに北西側の壁には

ババの写真も飾られている。墓の上面はオ リジナルな時と同様に平滑で,緑 色以外の

チャーダルで覆われバ ラの花びらが散 らされている(写 真9)。 チャーダルは弟子た

ちや ここで願掛けをして願いがかなったものが寄付 し,年 に数回は取 り替えられる。

このようにデヴィ・ラールの墓廟もイスラーム的様式 とヒソ ドゥー的様式とが微妙に

混ざ り合 った構成になっているが,こ こはマジャールとかダルガーとは決 して呼ばれ

ず一貫 して 「サマデ ィー」と称されている。またこの墓廟は縁結びや妊娠の願掛けに
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写真8　 デヴィ・ラールの墓廟の2階 に設置された坐像

は特 に霊験 があ らたか とされ,訪 れ る信者 も年h増 えている とい う。

　 この墓廟 で も,毎 タ ローパ ーンが行われてい る。 その後 でマ グリブのナマーズが行

われ るわけ ではないが,マ グ リブのナマ ーズの刻 限51)の 直 前 にす るのは バ リ・ラー

ムの墓廟 と同様 である。 日常 の儀礼 のタイ ミングは ムス リムの共 同体 の儀礼を律す る

タイ ミソグに合わ され ているこ とに なる。

　筆者 は,こ の墓廟 で ラクシャー ・パ ンダ ソの祭 礼が行われた 際52)の ローバ ーンに

参列す る機会を得た。祭礼 とい うこともあ り30人 余 りの人 々が参加 してお り,ビ ル ワ

ラ在住のデ ヴィ ・ラールの長 男 ジャイ ・プラカーシュ氏(ビ ル ワラにある州立大学の

数学の教授であ る)が ローバー ソを主催 した。通常の ローバ ーソでは参加者は10人 前

後 であ るし,デ ヴ ィ ・ラールの息子た ち53)は い ずれ もマ ンダルか ら離れ た ところに

住んでい るため ローバ ーソには出席 しないことが 多い。

　墓室 で香をた き,そ の香を持 って 「サマデ ィー」 の周 りを回 るな ど,儀 式 を主催す
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写真9　 デヴィ ・ラールの墓廟の2階 の墓室

るのは,ジ ャイ ・プラカー シュ氏 と弟の ジャムネ ーシュ氏,そ れ にジ ャイ ・プラカー

シュ氏の長 男であ った。 ローバ ー ンの手順は,バ リ ・ラームの墓廟 におけ るそれ とほ

ぼ 同 じであ る。儀礼 が終始無言 で行われ ることも同様 である。 しか し,こ こでは イス

ラーム様 式の香炉 ではな く,ヒ ソ ドゥーの儀礼の時に使 われ る素焼 きの高杯(ド ゥー

プ ・ダーソ)が 香 をた く器具 として用 いられ,ま た焚 きつけ として牛糞 を固 めて干 し

た もの(カ ンデ ー)が 使われ,ろ うそ くだけでな く線香 も灯 され るな ど,バ リ・ラー

ムの墓 廟 よ り微妙 ではあ るが ヒン ドゥー的要 素が強 い。そ の一方,香 料が たかれた

ドゥープ ・ダーソが墓 を1周 した後 の拝礼では,列 席 していた人 々が一斉 にまるでナ

マーズの時を思わせる ような姿勢 で脆 き 「サ マデ ィー」に向か って額ず く。 この よう

な脆 きの姿 勢は,ヒ ソ ドゥーの寺院やサ マデ ィーでは決 して見 られ ないよ うな身体動

作であ る。 だが,そ のす ぐ後,人 々は立 ち上が って順にデ ヴィ ・ラールの石膏像 の前

に進み,今 度 は ヒソ ドゥーの グルの前 です るよ うな ダソ ドワッ ト プラナー ムの姿
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勢54)で 拝 礼 をす る。 この よ うに,バ リ ・ラームの墓廟 とは また異 な ったあ り方で法

具や身体動作にイ スラーム式 とヒン ドゥー式 の混瀟が認め られ る。

　 この 「サマデ ィー」 においても年忌祭が行われ る。 ジャムネー シュ氏は次 のよ うに

語 る。

もち ろ ん ヒ ン ドゥー の他 の聖 老 のサ マデ ィ ーで は年 忌 祭 な どは しな い こ とは 知 って い ます 。

で も,デ ヴ ィ ・プ ー ルは ス ー フ ィー の 流 れ に連 な る聖 者 で した 。 こ の道 で は世 を 去 る 時 に

そ の 人 の 生 涯 の事 跡 が 定 ま る の で昇 天 を 記 念 して お 祭 りを す る の です 。 他 の聖 者 の と ころ

で は 誕 生 を 祝 う祭 りが あ る で し ょ う55)。そ の逆 な の で す 。 また 昇 天 は,師 の も とに魂 が赴

く時 で もあ る の で,め で た い の で す 。私 た ち は この お祭 りを マ ハ ー ・プ ラ ヤ ー ソ ・デ ィ ワ ー

ス と呼 ん で い ます 。 す る こ とは,グ ラ ブ ・ジ ャル ・キ ・ア ビ シ ェ ー カ とバ ジ ャ ン,そ れ に

ボ ージ ャ ソで す 。 デ ヴ ィ ・ラ ー ルが 神 と崇 め 仕rxた ・ミバ ・デ ィ ワ ナ ・シ ャー の廟 の年 忌祭

と同 じです が,私 た ち は ヒ ソ ドゥー な の で こ う呼 ん で い ます 。 儀 式 で す る こ と は,他 に手

本 もな い か らバ バ の 廟 の や り方 で して い ま す が,ム ス リムで もな い の に ウル ドゥー語 は使

え ま せ ん。 年 忌 祭 の 日で す が,私 た ち は ヒ ソ ドゥ ーな の で ヒ ソ ド ゥー の暦 で な い と記 念 日

をす る実 感 が わ き ませ ん 。 イ ス ラ ー ム の暦 で デ ヴ ィ ・ラー ル の 昇 天 の 日を 言 う時 に は,い

ち い ち カ レ ン ダ ーを 確 か め な い とい け な い ほ どで す。 バ バ の 廟 で は 長 年 の 習 慣 で イ ス ラー

ム暦 で ウル ス を して き ま した か ら何 の抵 抗 も あ り ませ ん が,こ こで は ヒ ン ドゥー式 の カ レ

ソ ダー を使 わ な い と ど う も し っ く り来 な い の です 。 だか ら,私 た ち は カ ー一ル テ ィヵ月 の暗

半 月11日 目(ギ ャ ー ラス),ち ょ うどデ ィパ ー ワ リー のお 祭 りの 直 前 に 年 忌祭 を して い ます

56ja

　 デ ヴィ ・ラールの 「サマデ ィー」 では,廟 の呼称 同様に年忌祭の タイ ミングや 呼称

につ いても弟子た ちの間で見解 が対立す る ような ことは起 こっていない。 年忌祭 の 日

の夜 には ラ ッ トリ ・ジャグラ ン57)と して クリシ ュナのバ ジ ャンが参集 した人 々の間

で歌われ る。

　 また,こ のサマデ ィーでは先 に も述べた よ うに,ラ クシャー ・バ ンダ ソの他に も,

デ ィパー ワリー,ホ ー リー,グ ル ・プー ニマの ような ヒン ドゥーの祭 礼が祝われ る。

ラクシャー ・バ ンダンの時 には,デ ヴィ ・ラールの弟子たちや墓 廟で願掛 けを して願

い事がか なった人 々が代 わ る代わ る墓廟 を訪れ,ナ リヤールを捧げ,「 サマデ ィー一」

の周囲にめ ぐらせ てある柵に ラクシ ャーを結んでゆ く。 これは次の ラクシ ャー ・バ ソ

ダンの時 までデ ヴィ ・ラールが信者を凶事か ら守 って くれる よ うに願 ってのことだ と

い う58)0そ れ 以外の祭礼の時には,弟 子た ちや マ ンダルの人 々が この墓廟に集 ま り,

ボ ージャソを食べ てか らラッ トリ ・ジ ャグラソをす る。ジ ャグラソで歌われ るのは ク

リシュナのパジ ャンが多 いが,ヒ ン ドゥーの神を称え る歌 な らどうい うもので も構わ

ず様 々な歌 が次 々に歌われてゆ く。 スーフィー聖 者廟 で この ような行事が行われ るこ
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とは もちろんない し,ヒ ン ドゥーの 「サ マデ ィー」で も ヒン ドゥーの祭礼 が祝われ る

こ とは普通ない。その意味 で極 めて新 しい祭礼の形がデ ヴ ィ ・ラールの墓廟空間 では

創造 されつつあ ると見 ることがで きよう。

　 デ ヴィ ・ラールの墓廟はス ーフィズ ム的 な結構 をもちなが ら,そ れに ヒ ンドゥー的

な宗教実践を様 々な形で重ね,ヒ ン ドゥー的 な説 明を合理的に首尾一貫す る よ うに付

け加 えた ように見え る。年 忌祭 に関す るジ ャムネーシx氏 の説明 も大学の教職 にある

者 の説 明ら しく,ヒ ン ドゥーとス ーフィーの慣習 の間を巧みに行 き来 しなが ら一 見 し

た ところ破綻 のない ものにな ってい る。 この ような宗教空間の構成は,ス ーフィーの

聖者 を 「神」 と見 な し,そ の ヒソ ドゥーの弟子 に ヒ ソ ドゥー的 な グル ・パ クテ ィの

文脈 で師 として仕>xた デ ヴ ィ ・ラールの生涯 にち ょうど見合 った形 ともい えるだろ

う。 そ こには,2つ の異 なる伝統の混 靖 とい った時 にイ メージ しが ちな伝統の無秩序

なその場限 りの合成 とい うよ りは,緻 密 な計算に基づ く空間の構成が見 られ るのであ

る。

　 またデ ヴ ィ ・ラールの 「サ マデ ィー」は一 見 して明 らか にバ リ ・ラームの墓廟の雛

形 とな っているこ ともわか る。 しか し,バ リ ・ラームの墓廟は デヴ ィ ・ラール と完全

に同 じ形 で構築 され たわけ では ない し,デ ヴィ ・ラールの 「サマデ ィー」には見 られ

ない破綻 があち こちに見られ る。なに よ りもバ リ・ラームの墓廟 は完成 していない し,

そ の呼称 も完全に定着 した ものにはな っていないのであ る。

　 デ ヴ ィ ・ラールの墓廟 の空間構築は,一 体 どの ような背景 のも とで進 んだのであろ

うか。弟子たちの墓廟造営 は,冷 静な計算 と師への情熱 の間で どの ように行われたの

だろ うか。 またそれはバ リ・ラームの墓廟の第2段 階の造営 に どの ように影響 したの

だろ うか。 ここで再 び章を改め,バ リ ・ラームとデ ヴィ ・ラール とい う特異な生涯を

送 った宗教家の墓 廟の構成 に関わ る力学を検討す ることに しよう。

4聖 者 廟 の アイ デ ンテ ィテ ィ ー ・ポ リテ ィ クス とそ の 回避

4.1デ ヴィ ・ラールの聖者廟 を と りま く信 仰 と政治

　マンダルにおいてデヴィ ・ラールの墓廟が造営された80年 代末から90年代前半にか

けての時期は,彼 の息子たちがパパ ・ディワナ ・シャーやバリ・ラームの廟での発言

力の維持を求めてけわしい活動を続けた時期にあたる。デヴィ ・ラールは後の2つ の

廟における主要な信者としての活動を通 じて独自の宗教的実践を形成 し,ま た宗教家
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としての地位を高めた。残 された2人 の息子 に とって2つ の廟 での彼の宗教実践 のあ

り方 を継承す るこ とは,な に よ りも父の遺志 を体現 し,偉 大な宗教家であ った父に対

す る崇敬 の念を表す ことにつなが る行為 であ った。

　 当時パパ の廟では,バ バの ム リッ ドであ ったチーパ家 の主導 のもとでJバ リ ・ラー

ム(と 同時 にそ の愛 弟子 の デ ヴ ィ ・ラール)が 廟 内で大 切 に育 てた菩 提樹 が ヒソ

ドゥー的な もの として切 り倒 され,バ リ ・ラームの居室が イスラーム神学の教育の場

であ るマ ダルサに改造 され るな ど(三 尾1998:39),空 間 のイス ラーム化が 目に見 え

る形 で進行 していた。同時に,ム ス リムの間か らは最重要 な ウルスの祭礼において ヒ

ン ドゥーが重要 な役割を果たす こと,と りわけ秘儀 である グスル ・キ ・ラスムに ヒン

ドゥー 即 ちデ ヴィ ・ラールやそ の息子たちが参 加を続 ける ことに強 い批判が加え ら

れ るよ うにな りつつ あ った。 スーフ ィー聖者廟が 「イス ラームの もの」 である以上,

空 間的構成 も儀礼 な どの宗教的実践において も全てがイス ラーム的 でなければ ならな

いとい う主張 であ り,こ こに は コ ミュナル な言説の影響を明確 に見 て取 る ことが でき

よ う。

　 デ ヴ ィ ・ラールの息子 たちは,こ の ような流れに抵抗 して ウルスで中心的役割 を果

た し続け,グ スル ・キ ・ラス ムに も参加 してきた。実際あ る年 にはチ ーパ家 が他 のム

ス リムの要求 を入れ,息 子 たちに グスル ・キ ・ラス ムへ の参 加を辞退す る よ うに と

言 ってきた こともあ った。彼 らはその要求 をはねつけて,祭 礼の場 でチーパ家の人h

と議論を し,グ スル ・キ ・ラス ムのた めに半ば強行的にババの墓室に入 った とい う。

また ジ ャイ ・プラカーシュ氏はババの廟 を ワクフ ・ボー ドの管理か らムス リム とヒン

ドゥー双方 の代表が参加 した トラス トの管理 に変 えるべ くチ ーパ家の人 々と交渉 を続

けている。

　 ジャイ ・プラカーシ ュ氏 と弟 のジ ャムネ ーシュ氏は,「 周囲が ムス リムぽか りで 自

分たちに厳 しい視線を向け る中で,グ スル ・キ ・ラスムのために墓室に入 って儀礼 を

するには相 当の勇気がい り,誰 で もで きることではない」 と自分たちの行動を振 り返

る。 その よ うな思い まで して儀礼 に参 加 し続け るのは,「 バ リ ・ラームが在世 中は彼

が この廟 に来 る信者を客 と して迎え る主人 だ った。 デ ヴィ ・ラールはその一番弟子 と

して主人 役を継承 した のだか ら,そ の息子 であ る我 々がその次の主人役にな るのは当

然」 とい う意識 が強 く,ま た 「ババは ムス リムとか ヒン ドゥー とい う違いを意識せず

に平等に弟子 や信者 を愛 した。だか らバ リ ・ラーム も一番弟子 として ババ に仕}xた 。

我 々は弟子 としてババや バ リ ・ラームのその ような意 思 と行為を継承 してゆ く義務が

あ る」59)とい う思いがあるか らだ とい う。
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　実際,彼 らは 「廟の主 人」 として ウルスの際には来訪老に ランガルを無料 で振 る舞

い,ウ ル スを閉 じる儀礼 では主 だ った参集者に贈 り物を贈与 してい る。一方 チーパ家

は正統 なム リッ ドとしてババの廟 の主 人は当然 自分たちだ とい う意識 を もち,さ らに

最近 バ バの廟 に住みつ くよ うに な ったババ の唯 一一の血縁 であ るパパの孫 娘 とそ の息

子60)も 廟 の主 人の正統 な後継者 は 自分た ちであ ると主張す る ようにな って いる。 こ

うしてババ の廟には現在3つ の中心 が生 じ,ウ ルスの儀礼その ものが多中心化 ・多次

元化 しつつ ある61)。

　 ジ ャイ ・プラカーシュ氏 らが ムス リムのム リッ ドや ババの血縁者の主張に対抗 でき

る根拠 は,要 約すれば 「ババの一番弟子バ リ ・ラームのそ のまた一番弟子の息子」だ

か らとい うこ とに尽 きる。 しか し,単 な る血縁 は 「廟 の主人」 の継承者になれ るだけ

の根拠 とはならない。それを認めれぽバ バの孫娘 たちの主張 を認め るこ とにな って し

まうか らである。 ジ ャイ ・プラカーシュ氏 らはあ くまで,バ バか らデヴ ィ ・ラールに

まで至 る3代 の聖者に最 も深い愛 を捧 げ,ま た彼 らの宗教的実践を最 もよ く体現する

ものは 自分 た ちだ とい う意識 に支 え られ て これ らの廟 の活動 に関 わ って いるのであ

る。

　 しか るに コ ミュナルな言説が支配的 とな りつつあ るババの廟 では,バ リ ・ラームや

デ ヴィ ・プールの存在 は 「ヒソ ドゥーであ りなが ら」 イ スラーム的聖者に深い信仰を

寄 せた者 と捉 え返 され るよ うにな りつつ あ る。 ジ ャイ ・プラカー シュ氏 らが 「ヒソ

ドゥーとムス リムの違 いを越 えた」愛を強調 しよ うとして も,対 抗す る言説が 「イス

ラームか ヒン ドゥーか」 とい う違 いをまず重視 し,そ の アイデ ンテ ィテ ィーに基づい

て各 々の宗教 的実践 の意義 を測 ろ うとす る ものであ る以上,「 非 イ スラーム ・非 ヒン

ドゥー」 とい う主張は通 らず 「非 イスラーム的 なるもの」は全て 「ヒソ ドゥー的 なる

もの」にす りかわ って解 釈され て しま うので ある。その結果,ジ ャイ ・プ ラカー シュ

氏やその弟の宗教 的実践,あ るいは彼 らの父 のそれの意義は,そ の 「非 イス ラーム ・

非 ヒソ ドゥー」的 な曖昧 さよ りも 「ヒン ドゥー的」な側面 が よ り強調 され て捉 えられ,

ジ ャイ ・プ ラカ ーシ ュ兄弟 は好 む と好 まざ る とに関 わ らず ヒン ドゥー ・コ ミュニ

テ ィーの代表 として廟の祭礼に参加 する もの とい うアイデンティテ ィーを負わ され る

ことになる。

　 しか し,あ くまで スーフ ィー的なババの廟 に関わ ろ うとしてい るジャイ ・プラカー

シュ兄弟 としては,何 らかの形でパパのカル トに連 なる宗教実践の形態は保 持 してお

く必要があ る。デ ヴィ ・ラールが紛 うか たなき ヒソ ドゥーの聖者 とい うことにな って

しまえば,イ スラーム化 が進む廟 か らは完全 に除かれ て しま う危険性 が生 じる。 ま
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た,デ ヴィ ・ラールを完全な ヒン ドゥー聖者 に位置づ けて しまえばデ ヴィ ・ラールの

特徴 あ る信仰 を無 に帰 し,か えってデ ヴィ ・ラールの意思を継承 しえ ない ことにな っ

て しまいかね ない。 コ ミュナルな言説 への応答 としては 「ヒン ドゥー」性を強調 しな

が ら,な おも曖昧 なアイデ ンテ ィテ ィーが保持 され る とい う綱渡 りが要求 され ること

になる。

　 一方,マ ンダルの地域社会の人 々がデ ヴィ ・ラール とそ の廟に向け る視線 も,バ バ

の廟 に参集す るムス リムとは逆方向か らではあるが,デ ヴィ ・ラールや彼の息子たち

の宗教実践を よ り 「ヒソ ドゥー的」に捉>x返 させ る文脈を形づ くった と思われる。 マ

ンダル の人 々の中には,「 デ ヴ ィ ・ラールはバ ラモ ンなの に,な ぜ葬 儀 の時 に ロー

バ ーンを した り,火 葬後に墓石を造 った り廟 を造 った りした のか」 と,ジ ャイ ・プ ラ

カー シュ氏 らに直接尋ね る者 もいた。 コ ミュナルな言説 と して,純 粋な ヒン ドゥーア

イデ ソテ ィテ ィーが強調 されつつあ る社 会状況 の もとでは,こ のよ うな疑問が生ず る

のはある意味 で当然の ことであろ う。 その ような状況 で彼 らの行動に何 らかの形 で ヒ

ン ドゥー的 な説 明がつかなければ,大 学教授 とい う社会的地位 も地に落ちて しま う可

能性す らある。従 って,デ ヴ ィ ・ラールの廟 の構造やそ こで行われ る儀礼的行為 につ

いて ヒソ ドゥー的 な文脈で何 らかの合理的説 明をつけ る必要が客観的には生 じていた

と見 るこ とができるだ ろ う。

　 実際,ジ ャイ ・プラカーシx氏 とジャムネー シュ氏や,デ ヴ ィ ・プールに近か った

弟 子たちは,第3章 に述べたデ ヴィ ・ラール 自身 の信仰の あ り方を さらに展開 し,デ

ヴィ ・ラールを,ス ーフ ィーの聖者 に仕 えたか もしれ ないが,神 への信愛を基本 とす

る プレーム ・マール グ(愛 の道)に 連 な るヒン ドゥーの聖者だ と捉xて い る。

　彼 らは,デ ヴ ィ ・プールの父が初 めてババに会 った時,バ バが花の首飾 りをか けて

いる姿 を見 て 「まるでシヴ ァ ・リソガが花 で飾 られ ているよ うだ」 と言い,リ ンガに

対す る時 と同 じよ うに拝礼 した とい う出来事 を引 き合 いに 出 し,バ バ こそは神の化 身

(ア ヴァタール)だ った とす る。そ してバ リ・ラームは聖者崇拝におけ るグルなので

あ って,デ ヴィ ・ラールを神に引 き合 わせ る役割 を担 う,神 以上に重要な存在 として

尊崇す る。 デ ヴィ ・ラールはバ リ ・ラームにすが りなが ら,神 をひたす ら求める存在

であって,バ バ とデヴィ ・ラールの関係 はち ょうどクリシ ュナと ミーラー ・バーイの

関係 になぞ らえることがで きる。 また同時 にデ ヴィ ・プールは人 々を神に引 き合 わせ

うる力を もつ グルでもあ った。 この力や奇跡 を引 き起 こす能力は,究 極的には神 であ

るパパ に由来す る。その力は,デ ヴィ ・ラール 自身の苦 しい修行やババやバ リ ・ラー

ムに対す る深 い信愛を基盤 とす るものであるが,同 時 にパパや バ リ ・ラームに選 ばれ
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彼 らか ら深 い愛 を注がれたか らこそ獲得 で きた ものであった。 この よ うな師弟の愛 の

関係 こそ プレーム ・マール グその ものの特徴 である とい う62)0

　 シ ヴァがア ヴァタールを とる ことはない し63),バ バ を シヴァになぞ らえてみ た りク

リシ ュナになぞ らえ てみた りす るな ど,弟 子 たちの説 明の中に ち ぐは ぐな点は見 られ

るものの,デ ヴィ ・プール 自身 や彼 に従 う者 たちの信仰が ヒソ ドゥー的な文脈 にひき

つ けて捉 え られ てい るこ とが よ くわか る。 コ ミュナルな分 断線 に基づ いてデ ヴ ィ ・

ラール を捉 えよ うとす るものに対 しては,デ ヴィ ・ラールはあ くまで もヒソ ドゥーな

のであ る。

　 デ ヴィ ・プールの墓廟や その儀礼が多分に ヒン ドゥー的色彩を帯びているのも,コ

ミュナルな言説 に応答 し,必 要 な ところでは 「ヒソ ドゥー」 としての アイデ ソテ ィ

ティーを強調 しよ うとい うデ ヴィ ・ラールの息子たちや弟子 たちの戦略的計算 と一応

は読 み解 くことがで きよう。

　 だか らと言 って,デ ヴ ィ ・ラールの墓廟 やそ こで展 開す る宗教的 実践が完全 に コ

ミュナルな言説 に回収 され,曖 昧 さを失 って しまったわけではない。 ヒン ドゥー的装

いは濃厚 である ものの,墓 廟 自体が超 自然的な霊 力を保 つ とい う信仰そ のものが ヒン

ドゥーの伝統 に連 なるものではない。 また これ まで述 べて きた ことか らも,墓 石の形

態や年忌祭,ロ ーパ ー ンな どの儀式 もい くらヒソ ドゥー風 の名称 を使 った ところで,

ス ーフ ィー的 な伝統を色濃 く残 している ことは明 らかである。

　 デ ヴィ ・ラールの後に残 された者たちは,こ の ような信仰空間や信仰実践のあ り方

自体 も 「ドゥニヤ ・セ ・アラグ ・カルナ ー」 とい うデ ヴィ ・ラールの昇天に際 しての

メ ッセ ージの成就 した もの と捉 えている。 ジ ャムネーシ ュ氏 に よれ ば,「 父 デ ヴィ ・

ラールは スーフ ィー的な性質を もつ グルで した。 だか ら普通 の ヒン ドゥーの聖者 とは

少 し異 なる墓廟 が必要 だ ったの で し ょう。私た ちは父 の言葉 を懸命 に解 釈 しま した

が,墓 廟は 自然 とあの よ うな形 を取 ったのです」 とい うことにな る軌

　客観的 に見 る と墓廟に して もそ こで行われ る儀礼 に して もスーフィー的要素 とヒソ

ドゥー的要素 とが,ま さに墓廟 を取 り巻 く政治的 ・社会的状況の要請 を冷静 に計算 し

たか の如 く,言 葉を変えて言 えば,造 営 に取 り組 んだ主体のあ る種 の意 図の もとに融

合 されてい るよ うに見える。 しか し,こ のよ うな 「主体的計算」は当事者 の言 明にお

いては明確iに否定 される。第3章 での弟子 たちの言葉 に よれば,墓 廟 の造営 は建設に

あた った者たちが何 らか の意 図を もつ よ うなこともな く 「オ ー トマチ ック」 に進んだ

のであ る。彼 らは何者か に導かれ て作業を進めたに過 ぎない。従 って,当 事者に とっ

ては墓廟 におけ る ヒン ドゥー的要 素 とスー フ ィー的要素 は 自然 に融合が なったので
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あって,彼 らには師の言葉を遺志にそ うように解釈する以外の作為性は否定されるの

である65}0

　 自己を否定 し師に絶対的に服従することによって神に至ろうとしたデヴィ ・ラール

の信仰実践に忠実に従 うならば,こ のような主体性の拒否はあるいは当然のことかも

しれない。弟子か らすれば,自 らが眠る空間の結構は師自身の意思によるところであっ

て弟子が 自らの主体性を働かせるべき領分ではあ りえない。そもそも弟子の一挙手一

投足は師の意思と恩恵によってこそなされるべきなのである。

　同時に,デ ヴィ・ラールの息子や弟子たちの言動か らは,ヒ ン ドゥーの側からもム

スリムの側からもコミュナルな言説にからめとられそ うにな りつつ,ぎ りぎりのとこ

ろでコミュナルな言説が用意する主体性への罠を回避 しようとする強靱な意志を垣間

見ることができよう。コミュナルな言説に応答すれば,何 らかの形である境界線を画

定 しなければならない。その分だけ,コ ミュナルな言説に曖昧さが切 り取られていっ

てしまう。具体的には,墓 石を何と呼び,儀 礼的行為に何を使 うのかとい う信仰実践

の細部 において,ヒ ソドゥー的なるものとイスラーム的なるもの との間の境界線が

引き直 され,コ ミュナルな視線からの点検が迫 られることになる。それでもなお,デ

ヴィ ・ラールの墓廟ではその視線からは不分明な信仰実践が しぶとく保持され続けて

いる。墓廟の造成をめ ぐって当事者が主体的計算を否定する言葉使いには,こ のよう

にコミュナルな言説や実践を最後のところで拒み,身 をかわす姿勢がぴった りと対応

しているのである。

4.2再 び バ リ ・ラ ー ム の 聖 者 廟 へ 宙吊りにされる信仰空間

　 デ ヴィ ・ラールの息子たちが ムス リムか らの批判的 な視線 にもかかわ らずババの廟

の祭 礼に積極的 に関与 し続け られ る根拠 はS彼 らがパパ を神 と して崇拝 したデ ヴィ ・

ラールの意志を忠実に継承す るものである とい うことと同時に,そ のデ ヴ ィ ・ラール

がババ の廟で最 も重要な役割を果た したバ リ ・ラームの一番弟子であ った とい うこと

に も求 め られ るものであ った。従 ってデ ヴ ィ ・ラールの息子た ちは,バ リ ・ラームの

墓廟 の運営 に も積極的に関わ り,バ リ ・ラームの一番弟子 の子孫 として の役割を果た

そ うとした。

　彼 らは,バ リ・ラームの墓廟 がババのそれ に比べ てあま りに貧弱であ ることをかね

て気 に してお り,い ずれは二重墓構造 の墓廟 が営 まれ ることを期 していた。イス ラー

ム化 の進むババの聖者廟のす ぐ外側に,道 路 か らも 目立つ形で スーフィー聖者に仕 え

た ヒン ドゥーの弟子の モニ ュメン トをあえて建築す るこ とには意義があ った と思われ
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る。それは,バ バのカル トが ムス リムの弟子や信老 だけで維持 されていたわけではな

い こと,そ れ どころか ヒン ドゥーが一番 弟子 として最 も深 い敬愛 を捧げていた ことを

広 く示 し,バ バの廟 のイ スラーム化に抵抗す る弟子 たちの意思を 明示す ることにつな

が る。

　そ うであれば,墓 廟 の結構は マソダルに姿を現 しつつあ ったバ リ ・ラームのそれが

最 も相応 しい。何 と言 ってもこの墓廟は,ヒ ン ドゥーとして スー フィーの聖者に仕>x

た とい う生涯 の特徴 に見合 うか の ように2つ の要素 が融合す る構造 になって いる。 ま

た この構造 の墓廟 で ヒソ ドゥー的 な祭礼を と り行 うことができれぽ,マ ソダルのそれ

と一貫性を保てる。 その ことも,マ ンダルの弟子たちの指導 的立場 にある息子たちに

とっては都合がいい ことになるだろ う。

　 しか し,第2章 で も述べた ようにバ リ ・ラームの墓廟 では,そ の運営や信仰 のあ り

方をめ ぐって利害 の対立 があ り,デ ヴィ ・ラールの息子たちが期待 していた ようには

事が進 まなか った。 バ リ ・ラームの遺志が,デ ヴ ィ ・ラールのそれ以上に曖昧だ った

ことも悩みの種 であ った。残 され た者た ちの誰かに バ リ ・ラームか らのイ ンス ピレー

シ ョンが示 される よ うな こともない。 デ ヴィ ・ラールの息子 たちは,バ リ・ラームの

墓廟を マジャールではな くサマデ ィー と呼び,年 忌祭を ヒン ドゥー暦 で も挙行す るな

ど新 しい試み も始めた。 しか し,ジ ャムネーシュ氏に よると 「新 しい試みを始ﾘる た

びに,私 た ちはそれが パ リ ・ラームの意思にかな うのか ど うかわ か らず,い つ も心配

で した。父の ところです るよ うに儀礼をす るのが,私 た ちには しっ く り来 るのですが,

そ れを バ リ ・ラームが嘉す るか ど うかはわか らなか った」66)のだ とい う。昇天 した師

の意思の所在を畏れなが ら,何 とか廟の運 営を続けてゆ こうとす る苦悩が読み取 れ る。

彼 らにとって,儀 礼 よ りも恒久 的に形 が残 る墓廟 の造営は,バ リ ・ラームの意思 な し

には進め られない大事であ った。 こうして,墓 廟を壮麗に造ろ うとい う思いのみが空

回 りして,バ リ ・ラームの昇天 か ら10年 余 りが経過す ることにな ったのであ る。

　 ところが,デ ヴィ ・ラールの廟が完成 した1997年rバ リ ・ラームの墓廟 に利害 を も

つ者の間の力関係を大 き く変える ような出来事が相次いで起 こった。 まず バ リ ・ラー

ムの廟 内で未亡人 と ともに暮 らしていた末娘が謎 の自殺を遂げ,続 いて半年後,そ の

夫が病院 にかか った際の注射 の ミスで事故死 して しまったのであ る。末娘 の婿 はババ

の廟 の管理運営の実務において も弟子 たちの信頼 を失 って いたが,バ リ ・ラームの墓

廟 の敷地 内では ところ構おず小便をす るな ど,立 ち居振舞いに何か と悪評 があ った。

また末娘 と2人 で廟への喜捨を私物 化 している とい う批判 もかねて弟子たちの間に く

すぶ り続け ていた。 しか し,彼 らはバ リ ・ラーム とそ の妻に可愛 が られ一 時は・ミパ の
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廟の管理運営 の後継者 と も目されていたため,バ リ ・ラームの墓廟で も最 も強い発言

力を もち,デ ヴィ ・ラールやそ の息子た ちのや り方に常 に批判的 であ った。

　その2人 が相次 いで怪死 を遂げたのであ る。 弟子たちの間だけ ではな く,カ パーサ

ンの人 々の問 で も,こ の2人 の死 はそれ までの悪 行が遂 にバ リ ・ラー ムの逆鱗 にふ

れ,そ の罰が くだ った結果 だ とい う見方が支配的にな った。 デ ヴィ ・ラールの息子た

ちは この事件 を,娘 婿 たちが考 えていた よ うに廟を スーフィー的色彩 の強 いまま維持

す ることにバ リ ・ラームが反対す る意思 を表 した もの と捉 えた。 それ は と りもなお さ

ず彼 らが期待 してい るよ うにマ ソダルの墓廟の形式を この地 に も実現 させ よとい う意

思 の表 明を意味す る。

　 この時期,カ パ ーサ ンの有 力な弟子 オーム氏は体調を崩 しr積 極的 な活動が できな

い状態 に あ った。老齢 のバ リ ・ラームの未亡人 だけでは,マ ソダルの ジ ャイ ・プ ラ

カー シュ氏兄弟には対抗で きない。 こうして,1998年 に バ リ ・ラームの廟 は一気 に今

の形 にまで改築が進め られたのである。

　 しか し,2階 の墓室 にバ リ ・ラームの石膏像 が設置 され る とオー ム氏 らは強行 に反

対 を表 明す る ようになった。 カパ ーサ ソの弟子 たちの中に もジャイ ・プラカーシュ氏

らを助 けて墓廟 の建造に力を貸す者 もいたが,石 膏像 の設置には多 くが反対 し,廟 に

姿 を現 さな くな って しま う者が続出 した。オーム氏はジ ャイ ・プ ラカーシ ュ氏 らの行

動 を以下 の ように批判す る。

　 彼 らは ヒ ン ドゥー と ム ス リム の違 い を越 え た廟 と言 うけ れ ど,違 い を 持 ち込 ん で い る の

は 彼 らの 方 で す 。 廟 は ヒソ ドゥー の聖 者 を 祀 りな が ら,ス ー フ ィズ ム の正 しい や り方 で造

られ るべ きで す 。 そ うで あれ ぽ こそ,ヒ ン ドゥ ー と ム ス リム の ハ ー モ ニー が 廟 に お い て 保

た れ る こ と に な ります 。 ジ ャイ ・プ ラ カ ー シ ュた ち は,ス ー フ ィズ ム の廟 に わ ざわ ざ ヒ ソ

ド ゥーの よ うな墓 石 や偶 像 を持 ち込 ん で,バ リ ・ラ ー ムを ヒ ソ ドゥー的 な聖 者 に 仕 立 て 上

げ よ うと して い るの です 。彼 らは,ヒ ン ドゥー ・ナ シ ョナ リス トた ち の言 い 分 に 負 け,ス ー

フ ィ ーの 廟 に 来 て い る くせ に 自分 た ちを ヒン ド ゥーに 見せ よ う と して い る の です67)0

　設置 されて しまった石膏像 は動か した り破壊 した りすればバ リ ・ラームの怒 りを呼

ぶ とい う怖れがあ り,ま た廟 では平和が保たれなけれぽな らない とい う思い も強 いた

め,オ ーム氏 は像の強制移動 とい った強 い手段 には訴え ていないが,ジ ャイ ・プ ラ

カーシ ュ氏 らの行為にはい まだに強い反対 を続け てい る。 ジ ャイ ・プラカーシュ氏 ら

は,今 や石膏像 も置かれた ことであ るか ら,廟 での年忌祭はすべてを ヒソ ドゥー風 の

呼称 に改め,ヒ ン ドゥー暦 にのみ基 づいて と り行 うことを トラス トの会 合で提案 し

た。 当然,オ ーム氏 らは反対 し,依 然 として ここでは イスラーム暦に基づ くもの とヒ
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ン ドゥー暦 のそれ との2回 の年忌祭が弟子た ちの分裂に対応 して挙 行され ている。

　ジャムネー シュ氏はオーム氏 を批判 して こ う言 う。

　オーム氏は実際には何もしないくせに我 々のすることなすことに,い ちいち批判ばか り

しています。我hを コミュナリス ト呼ばわ りするが,本 当のコミュナ リス トはオーム氏の

方です。彼は,バ リ・ラームの廟ではイスラーム風の帽子をかぶった りしてムスリムのよ

うな顔を しているのに,自 分の家に帰るとヒソドゥーの儀式を したり,祭 礼に参加した り

しています。生活を2つ に分け,別 のところで別の慣習に従 うのは不誠実で一貫性があ り

ません。 コミュナリス トに陰で批判されるのを怖れているからこういうことになるのです。

我 々は師の意思通 りに事を運んでいるので何者 も怖れることはありません68)。

　 両者 は互 いに互 いを コミュナ リズムの言説 に引 き込 まれ て しま った ものと して批判

しあ っている。 このこ とは,立 場の違いを越 えて弟子 たちの間 に コ ミュナ リズムの分

断線に従 って しま うこ とへ の強い警戒感 があ ることを示唆 して いる。同時に,互 いの

批判 に コ ミュナ リズムの言説を使 ってい ることは,次 第 に双方がそ の言説を内面化 し

てゆ く過程 に入 り込 んでい ることを も意 味 しよう。

　 ジ ャムネ ーシュ氏 は,廟 を今 の形 に まで造 った後,バ リ ・ラームか らのイ ンス ピ

レー シ ョンが全 くないことに再び畏 れを抱 くようにな っている。何 らか彼 らの行動 を

嘉す るき ざしが現れ てもよいはずなのに,カ パーサ ンでは彼 らの行動に批判的な人 々

ばか りが 目につ く。 ジ ャムネ ーシュ氏はせめて夢 の中にでもバ リ ・ラームが立ち現れ

て,今 後 どうすれば よいかを示 して くれ ることを期待 している とい う。

　 こ うしてバ リ・ラームの墓廟は,こ こに関 わる ものた ちすべての意思がすれ違 いに

なったま ま,よ リスーフ ィー的な信仰実践 とよ りヒン ドゥー的なそれ とが共存 する,

言 わば宙 吊 りの信仰空間 として,カ パ ーサ ン郊外 に存続 してい るのであ る。

5結 論

　ババ ・ディワナ ・シャー及びその弟子たちの3つ の聖者廟では,聖 者廟 カル トの運

営にあたる中心的メソパーの変動や宗教的アイデソティティーをめ ぐる政治的な状況

の変動に対応 して,廟 空間そのものが絶}xず 変貌を続けている。また廟における儀礼

その他の宗教的実践の内容や意味づけも信者たちと廟を取 り巻 く政治 ・社会状況との

交渉の中で常に動態的に変化を続けている。宗教空間や儀礼は,固 定的かつ静態的な

伝統の再生産としてではなく,具 体的な宗教空間において行為する者相互の交渉や彼

らと支配的な言説 との交渉のプロセスの表れ として捉えることの必要性が明らかに確
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認 される。

　本論においては,ヒ ンドゥー ・ムス リム双方のアイデソティティーの純化を求めよ

うとする言説が支配的な社会状況において,そ のような潮流からすれば周縁にある者

たちの苦闘の過程を儀礼や宗教空間の構造に見ることができた。またその一方で,今

日のバ リ・ラームの墓廟は,デ ヴィ ・ラールの息子たちとオーム氏との間に見られる

ように自らのアイデンティティーの正当性や存続をかけた闘争の場としての性格をも

合わせ もつ ものと見ることができよう。

　いずれにせ よ,儀 礼や宗教空間は単に継承 されるものではなく,常 に改変され創造

され続ける。 しか し,同 時に全くの無からの創造が行われているわけではない。本論

で取 り上げた2つ の聖老廟では,師 に対する信仰や自らのアイデソティティーの表現

は,身 近にあるあ り合わせの材料をつなぐ,言 わぽブ リコラージュ的な創造として表

出されている。「墓を二重にする」,「表面の平滑な墓石を設置する」,「年忌祭を行 う」,

「礼拝の手順」などの儀礼的行為は,そ れぞれは一連のイディオムのようにセ ットの

まま,し か し各 々の儀礼的行為の基盤 となる文脈から切 り離 して流用され,つ なぎ合

わせられているのである。

　各hの 廟におけるイディナム的な儀礼的行為の布置は,廟 のおかれた状況に応 じて

当事者が慎重な戦略的計算のもとに行っているように見>xる。 しか し,我 々が出会っ

たのはむしろ,戦 略的計算の存在の否定であ り,計 算を行 う主体の拒絶であった。

　マーヤーラームは,現 代の政治的 ・法的な実践や既存の宗教制度自体が境界線の内

側への同化 と外側への異化を促進し7同 時に主体的なアイデソティティーを先鋭化す

る要素 となっていることを指摘する(Mayaram　 1998:303)。 換言すれぽ,近 代主義的

性格をもつ コミュナルな言説が政治や宗教的制度を支配する南アジアの現状において

は,自 他をヒンドゥーとイスラームの分断線に沿 って規定すること自体,ま た 「ヒン

ドゥー的」J「イスラーム的」とされる実践に自己の宗教的実践を重ね合わせて捉える

こと自体が,近 代的主体に自己が回収されてしまうことに直ちにつながってしまうの

である。

　バ リ・ラームやデヴィ ・ラールの宗教的実践や言述は,上 記のような主体化への陥

穽を回避 し,境 界的曖昧さを保持し続ける隆路を切 り開 くものであった。また弟子た

ちの行為は,師 の意思を解釈によって宗教的空間や行為に具現化 しながら,最 終的に

は自らの行為の成就を師の配慮に任せてしまうことによって,主 体化を促す言説から

の脱出を図るものであった。

　師の墓廟の性格をめ ぐる弟子相互の批判においては,相 手が コミュナルな言説に
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よって主体化しつつあるという言明がなされるようになってお り,そ の言葉使いの先

には自己が 「主体化」する言説に取 り込まれそ うになる危 うさが灰見}xる。 しか し,

その危険は廟 自体の造営の進行を師の下されるインスピレーションを待つとい う姿勢

を取ることによって,ぎ りぎりのところで回避されている。 こうして,2つ のスー

フィー的聖者廟空間は安易な名づけを頑強に拒みつつ,現 代 メーワールに屹立し続け

るのである。

　これまで述べてきたような宗教的実践をめ ぐるアイデソティティー ・ポリティクス

の生成やその回避の問題は,改 宗の意味に関わる問題に連なってゆ く。

　バ リ・ラームやデヴィ・ラールの事例からわかるように,彼 らは形式上は正式に改

宗 したとはいえないが,例 えぽ死後の霊や身体の運命の捉え方のような世界観の重要

な点において,コ ミュナルな言説においてヒソ ドゥー的とされる世界観を抜け出 して

イスラーム的世界観を受容 しているようにも見える。彼 らは果たして改宗を したとい

い うるのであろ うか。

　本論で触れたように,改 宗は1つ の教義から別の教義への断絶的で不可逆的な移行

ではな く,あ る行為主体が改宗 したかどうかに明確な境界が引けるものではないこと

は,既 に多 くの研究者が指摘 してお り,本 論の事例もそれを強 く支持するものと考え

られる。

　 しかし,南 アジアのように様々な宗教的イデオロギーが長年にわたって複雑な交渉

関係をもち,現 在宗教的アイデソティティーの純化を求める言説が支配的になりつつ

ある地域において,改 宗が行為主体にとってどのような政治的 ・社会的な意味をもち

うるのかとい う問題は,今 後アイデンティティー ・ポ リティクスを考える際に注 目す

べき課題であろ う。

　本論では,宗 教空間やそこでの儀礼的行為に関わるアイデソティティーに注 目した

ため,改 宗をめぐる言述や行為の意味に関 しては十分に検討することができなかっ

た。南アジアにおける 「主体」のあ り方 という問題とも関連 させつつ,稿 を改めて検

討する課題としたい。
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注

1)　 ヒンドゥー ・ナショナ リズムが 「イソドの大地」,「アー リア民族の血統」などのシンボル

　をいかに操作 し,ヒ ン ドゥー大衆の国民感情を創造 していったのかについては,Pandey

　(1993)及 びvan　 der　Veer(1994a)を 参照されたい。

2)以 上,近 代化 とヒンドゥー ・ナショナリズムの関係については,田 中(1995)の 手際のよ

　い分析を参考にした。

3)　 インド人民党のメディア戦略については,例 えば中村(1998)を 見よ。

4)イ ン ドの宗教ナショナリズムと西欧近代主義的アイデソティティーの関係については,な

　おMayaram(1997:36-38)を 参照されたい。

5)南 アジアにおいてはヒソドゥーもムスリムも他の宗教の信者 も,そ れぞれの宗教の同一性

　に基づいて言語その他の差異とは無関係にそれぞれが 「共同体」を成すという言説が,イ ギ

　 リス植民地時代以来根強い。これは,植 民地支配者の支配を正当化する言説にも,ま たそれ

　に抵抗 し独立を勝ち取ろうとする側の言説にも根づき,印 パ分離独立後は国家間の紛争やイ

　ソ ド国家内部の暴動や紛争の体のいい原因として引き合いに出され続けている。 もちろんこ

　れが 「共同の聖餐」イメージに支えられ,様 々なメディアによって演出され人々を動員する

　 「想像の共同体」(ア ソダーソン1987:17)の1つ であることは論を待たないが,現 代イソド

　のアイデソティティー ・ポリティクスをめ ぐる言説においては強力なリアリティーをもつこ

　とを認識 した上で,あ えてカギ括弧(「 」)つ ぎで宗教共同体という言葉を用いる。また南

　アジアでは 「宗教共同体」への帰属意識や自らの 「宗教共同体」の優越を強調する態度をコ

　 ミュナリズムと呼ぶため,本 論文でもそれに従 う。なお,こ のような 「共同体」の言説の歴

　史についてはvan　der　Veer(1994a)を 参照されたい。

6)　 大杉高司(1999:116--124)。 なお,大 杉が同書で展開した主体をめ ぐる論考や 「無為の共

　同性」という概念は,本 論考を進める上で大きな刺激となった。なお,主 体性 とハイブリディ

　ティー般についての論考は現状では筆者の手にあまる大きな問題であ り,本 論考を踏まえ別

　稿で改めて取 り組みたい。

7)同 廟の歴史については三尾(1998)に 詳 しい。左記の論文執筆時期以降の調査により,廟

　の歴史についてより詳細な点が明らかとな り,中 には内容を訂正すべき事実も明らかとなっ

　てきている。 これ らの点については,別 稿で全面的な改訂を行いたい。

8)Sawanah　 Amrii(1992:20「22)。 本書は,・ ミバの弟子たちが自分たちの死によってババの

　生涯や事蹟が忘れ去られるのを恐れて編集されたものである。500部 作 られたが多くは弟子

　たちやその親族 ・知人に配 られた。 ここに記 された事蹟の信愚性については三尾(1998:
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　 19-20)を 参照。

9)ム リッドとはスーフィズムにおいてスーフィー聖者の正式な弟子のことを指す。ムリヅド

　 になれるのはムスリムのみである。またムリヅドになることが,自 身がスーフィーの聖者に

　 な り,師 の法統を継 ぐに至 るまでの長 い道の りの最初のステ ップである(Pinto　 1994=

　 206-210)O

lO)モ ークシャを求める瞑想 自体がサマディーと呼ばれている。

11)サ マデ ィーという呼び方の他に,こ の立方体の石はチャプットラとも呼ばれる。

12)　 メーワール地方のナー ト派の宗教的な指導者の1人,マ ガン・モーハソ ・ナー ト・ヨギ

　 (Magan　 M6han　 N縟h　Yogi)氏 との2001年8月 のイソタピュー。サマディーに関する様々な

　 概念についての説明は,基 本的に同氏とのインタビューによる情報に基づいている。

　　 なお,サ マディーを取った聖者とこの世の人々の関係については,モ ークシャの状態にあ

　 る聖者はこの世への執着が全て消滅した状態にあるのだから,今 生の生を生きる人々とは基

　 本的に無関係になるのだという。

13)　 しかしヒソドゥー聖者のサマディーでは,聖 者の牛前の姿を偶像にして安置するような例

　 は管見の限 りでは存在 しない。ある意味,こ この廟は過剰に反イスラーム的な性格が強調 さ

　 れているとも見ることができるのである。

14)ナ ー ト派やゴースワミ派のヒンドゥーは世俗者であってもサマディーに葬られる。彼 らは

　 聖者の血を受け継ぐものとされ,一 般のヒンドゥーとは異なる葬送の方法が取 られるのであ

　 る。埋葬にあたっては,遺 体はサマディーの姿勢に体位を組み直され る。彼らのサマディー

　 から何らかの霊的な力が生ずるという信仰はないし,年 忌祭などの特別な祭礼がここで行わ

　 1れることもない。

15)　 ラージャスターンの大衆 ヒソ ドゥーにとっての死の意味や,死 に対する態度については

　 Gold(1989)を 参照。

16)パ ソデーによると,そ もそも植民地主義的な言説の中で創造された 「ヒンドゥー教」なる

　 概念の内実は,19世 紀後半からのヒソドゥー ・アイデソティティーの形成過程で練 り上げ ら

　 れたものであった。その際,イ ンドの民衆の多様な宗教実践の最大公約数 として作 り出され

　 た 「ヒソドゥー教徒 らしい」宗教実践は3つ あった。その1つ はカース ト制 とバラモンの優

　 越の承認,2つ 目は牝牛の崇拝で,3つ 目が死後遺体を焼却することであった。つまり,遺

　 体の焼却をするかどうかは,コ ミュナルなアイデンティティーの言説 としても重大な問題 と

　 いうことになる(Pandey　 1993:256)。

17)　 この儀式は例えばアジメールのカジャ・ムイヌッディン・チシュティー(Khwaja　 Mu'inal-

　 din　ChishtD廟 な どでは行われていない(Moini　 1989)。 モイニの報告では,ア ジメールの聖

　 者廟の場合,夕 刻のマグリブのナマーズの前に,ロ シュニ(Roshni)と い う廟にろうそ くを

　 灯す儀礼が行われているという。筆者が調査に訪れた メーワールのスーフィー聖者廟の場合

　 は どこでも,マ グリブのナマーズの前にこのローパーンの儀式が行われていた。この違いは

　 地方差なのかそれ とも法統の違いによる(ア ジメールのそれはチシュティー派なのに対 し,

　 筆者が訪れた聖者廟はいずれもチシxテ ィー派のものではない)も のなのかは,聖 者廟での

　 儀礼に関する資料が乏しく今のところ不明である。

18)彼 もバリ・ラームの弟子でバ ラモンである。バリ・ラームの昇天後,彼 への信仰か ら,こ

　 のパラモソは毎日墓廟の清掃に訪れ,墓 廟に参拝する者たちに参拝方法を教えた りしている。

　 この奉仕活動に対する収入は一切得ていないと言 う。彼自身は 「自分はバリ・ラームのセー

　 ヴァク(奉 仕をする者)で ある」と言っている。スーフィー聖者廟であれぽ,キ ドマットと呼

　 ばれるべき存在であるし,ヒ ンドゥー寺院ならばプジャリ(神 像のプージャー　　礼拝一

　 をする者)と 呼ぼれるべき存在である。

19)「 願い事」の意とい う。最後の審判の際の救いをアッラーに願 う内容である。

20)　 オーム氏がなぜ東側を向いたのかはよくわからない。バリ・ラームは埋葬の際,頭 のみ西

　 を向いて葬られたとされる。そ うだとすればちxう どバリ・ラームの頭部にあたる部分で東

　 を向いて祈れば,パ リ・ラームの顔に正対することになる。バリ・ラームその人を神聖な存

　 在と見なせば,ヒ ン ドゥー的文脈で解釈すると,神 聖な対象の顔に正対 して拝礼することは

　 ダルシャンにあたる行為とい うことになる。オーム氏はバ リ・ラームの石膏像を置 くことに

　 強 く反対しているので,像 に対 してではな くバ リ・ラームの墓に直接ダルシャンしたのであ

　 ろ うか。しかし,オ ーム氏からは明確な答は得られなかった。

21)　 ランガルと呼ばれる。ラソガルの際には廟を訪れた人々はアイデンティティーや階層など
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　　に関係なく同 じ場所に座 って共食する。

22)三 尾(2000:171-172)。 一 時バ リ・ラームの妻はここで祖霊に対す るヒソ ドゥーの伝統的

　　な祭礼であるシュラーッド祭を行っていたが,今 は行わな くなったとい う。老齢が理由とさ

　 れるが,彼 女はオーム氏と立場が近く,バ リ・ラームの墓廟をスーフィー的に営むべきとい

　　う考え方をとっていることも,ヒ ンドゥー的な祭礼を行わなくなったことの背景にあると考

　　えられる。

23)　 メーワールは,中 世時代クリシュナに熱烈なバクティ信仰を捧げ,そ の宗教的感情を歌い

　 上げた宗教歌であるバジャンを多数残 した ミーラー ・バーイの活躍 した地方 として名高い

　　(Mukta　1994)。ババ ・ディワナ ・シャーもミーラー ・バーイの残 したバジャン,即ちミーラー

　　・バジャンを好んだと伝えられている。バ リ・ラームの墓廟でも,専 門的な演奏家がやって

　 来て ミーラ… ・バジャンが演奏されることもあ り,演 奏家が来なくともミーラーの作 とされ

　　るバジャンが歌われることが多い。

24)バ リ・ラームの愛弟子デヴィ・ラールの次男ジャムネーシュ・オジャ氏との2000年8月 の

　 インタビューによる。

25)彼 は約3年 の間,病 に苦 しんで昇天 したという。パパの祝福を受けず,苦 しい晩年を送っ

　 たのはバリ・ラームが何らかの過ちを犯 したことが原因だとす る見方は廟の事情を知る人々

　 の間には広 く見 られるが,そ れが何の過ちか ということになると具体的な原因を挙げられる

　 者はいない。彼が改宗 しないまま廟に仕えたからだというムスリムもいるが,多 数ではない。

2b)バ リ・ラームには息子がおらず,娘 が3人 いた。そのうちa人 はカパーサ ンの外に婚出し

　 たが,1人 はカパーサンに残 って結婚 した。その夫に廟の管理運営が一時的に任されたので

　 ある。ババの最初期の弟子の1人 であ り,バ リ・ラームとともに廟の運営を支えてきたマン

　 ギー ・ラールはバ リ・ラームといさかいを起こし,こ の時期には既に廟の信者集団からは距

　 離を置 くようになっていた。 この間の事情は,構 想中の別稿で詳しく触れる。
27)バ リ ・ラームの妻は耳や 目の自由がきかな くな りつつあるが健在で,現 在はバ リ・ラーム

　 の墓廟の敷地内で暮らしている。彼女は寝込んでいることも多 く,イ ンタビューがなかなか

　 できなかたったが,1999年7月 にその機会を得た。
28)若 い時から廟の建設やウルスでバ リ・ラームに協力をしたムスリムで,現 在は国民会議派

　 の地方議員を務めている。その関係で現在も廟の管理運営や,廟 とワクフ ・t一 ドとの関係

　 の仲介などでは隠然たる影響力を保っている。

29)　 ジ ャムネーシュ氏との1999年8月 のイソタビューによる。

30)Khan(1997:175ff)。 もしKhanの 所説が他の研究や資料によっても補強されるとすれば,

　 インド西部の宗教社会史は革命的とすらいえる見直 しを迫 られる必要性があるほどに,イ ス

　 マイ リー派の布教活動の影響は大きかった可能性が高い。

31)Vidal(1997:197-199)。 彼 は一旦デ リーで土葬 されたが,彼 の改宗を否定する近親者や家

　 臣たちが植民地支配当局の許可を得て墓を掘 り返 し,改 めてヒン ドゥー式に火葬したという。

　 なお,同 書にはこの藩王が自らの病の癒 しを求めて多くのスーフィー聖者を訪ねたことへの

　 言及はあるが,藩 王 とパパとの交流についてははっきりとした記述がない。ババの弟子たち

　 の子孫やババその人の子孫たちからの証言か らも,こ の藩王がかなり頻繁にババのもとに出

　 入 りをし,バ バを藩王の宮殿に招待することもあったことは,ほ ぼ間違いがない事実 と思わ

　 れるが,今 後のさらなる調査課題 としたい。

32)Khanは この事例に関して,バ ・ミの聖者としての名称にShahと い う名乗 りが用いられて

　 いる点や/¥-ーの出自が高 くないことなどは,イ スマイリー派とのつなが りを全 くは否定でぎ

　 ない点かもしれないという(2000年 にジャイプールで行ったKhanと の個人的な意見交換に

　 よる情報)。 タッキヤを取る際にはイスマイリー派であ りながらスンナ派のスーフィー聖者

　 とい う姿をとることもあるので,パ パその人がタッキヤを維持 し続けていた可能性が全 くな

　 いわけではない。これも今後の研究課題の1つ である。
33)バ バが作ったとい う,ク リシュナ神へのバクティを歌った詩も伝承が確認された。バ リ・

　 ラームの墓廟の年忌祭で 「ヒソドゥー化」派の弟子たちがクリシュナのパジャソを歌 うのは,

　 パパがクリシュナのバジャンを好んだとい う事実に基づいているとい う。ムスリムの弟子を

　 叱責 した話は,後 の ヒソドゥーの弟子たちの創作の可能性もあるが,ム ス リムの間にもこの

　 話は伝わってお り,こ のような事実があった可能性の方が高そうである。
34)イ サ ーク ・チーパの子孫で,ニ サール氏を助けてババの廟の祭礼にも積極的に参加してい

　 るヌール ・モハンマ ド・チーパ(Noor　 Mohammad　 Chipa)氏 との111年8月 のイソタ
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　 ヒュー0

35)先 の注にあるヌール ・モハソマ ド・チーパ氏とは別の人物である。

36)オ ーム氏の長男のアヴィニーシュ氏の説明。彼の他にデヴィ・ラールの息子のジャムネー

　 シュ氏も独立にこの説明をつけてお り,バ リ・ラームの埋葬に関わった弟子たちの間では,

　 この説明は共有されているものと思われる。しかし,出 来る限 り多くのクマ ワット・ジャー

　 ティの人々に確認したが,マ ルワール地方のクマワットの問で土葬が行われているとい う事

　 実は確認できなかった。マルワールはラージャスターソ西部の砂漠地帯にあるが,も し薪を

　 集めるのが困難ならば他のジャーティの人々も土葬してもよさそ うなのに,そ のような慣習

　 も聞かない。この説明は今のところ根拠づけができない情報 となっている。

37)当 面の間,イ スラーム式の廟が営まれた理由については,三 尾(2000a:173)を 参照。

38)こ の1年 目の年忌祭はイスラーム暦に基づいて行われたらしい。

39)　 バ リ・ラームの妻との1999年7月 のインタビュー。弟子たちは師に対する尊崇の念をもつ

　 のと同様に,師 の妻(グ ル ・バ トニー)に も敬意を払い,そ の意向を尊重することが師弟関

　 係の大切な規範 とされている。

40)　 オーム ・プラカーシュ氏は誕生直後に重い病気にかか り,医 師も見放す危篤状態になった。

　 しかし,マ ンギー ・ラールが彼を抱えてババのもとに走 り救いを求めると,見 る見る完治し

　 た。この出来事の後,バ バはオーム氏の名を変えるように勧め,自 らがオーム ・プラカーシュ

　 の名を考えて名付け親になった。それ以降オーム氏は病気一つしたこともないという。

41)中 で もデヴィ・ラールの妹のアヒリヤ ・バーイ(Ahiliya　Bai)は 熱烈にババを信仰した。

　 彼女は結婚 したが,「 自分が全てを捧げたのはババのみだ」と言って,遂 に婚家)r赴 くこと

　 はなく,事 実上未婚を通した。パパが昇天すると,彼 女はババのローバーンに用いられた香

　 料の黒い燃%i..カスをビソドゥの代わ りに自分の額の真中に丸 く大きくつけ,バ バへの信仰の

　 証としていたという。これらの情報は,全 て2001年8月 のジャムネーシュ氏とのイソタビュー

　 による。

42)　 この段落のババやデヴィ・プールの言葉 もジャムネーシュ氏との2001年8月 のインタ

　 ビューによる。

43)宗 教施設は実際上,登 録の不備や施設の運営上の不正が発覚 した り,運 営 トラス トがきち

　 んと機能Lた りしなくなった時に限 り,イ スラームの施設は ワクフ ・ボード,ヒ ソ ドゥーの

　 施設はデヴァスターン委員会の管理下に移される。これらの管理下に入ると喜捨などの収入

　 の一部をボー ドや委員会の運営資金に吸い上げられるため,多 くの施設は何 とか公的機関の

　 管理下に入らないようにしているのが実情である。既出の拙論で詳述 したようにババの廟は

　 土地の所有権をめ ぐって利害が錯綜 してお り,運 営当事者の資格に少 しでも疑いが生ずると

　 ボー ドに管理権が移される可能性があった。バ リ・ラームとデヴィ・ラールは何度 も州都

　 ジャイプールに足を運んで当局者とよしみを通 じr廟 を自分たちの管理運営下にとどめるこ

　 とに腐心 した。その際,デ ヴィ・ラールの官吏としての法律知識 と人脈は大きな役割を果た

　 したと思われる。

　　 80年 代後半にニサール ・チー一パ氏らが・ミパの廟を ワクフ・ボー ドの管轄下に入れるよう画

　 策 したのは,廟 を一挙にムスリムのみの私的な トラス トの管理運営に移行させるのは当時の

　 状況では難しいとの判断があったこと,し か し廟が ワクフ ・ボー ドの管轄に移れぽ自分たち

　 が ワクフ委員会の委員長に任命されるのはほぼ確実で,そ うなれば実質上の管理運営権を握

　 ることができるという判断があったからだという。2001年8月 のパフィーズ ・モハソマ ド氏

　 とのインタビューによる。

44)パ ソジャーブ出身のパラモソの女性であり,パ パの弟子の中では唯一公に改宗をLた 女性。

　 三尾(1998:27)参 照。

45)　 ジ ャムネーシュ氏との2000年8月 のインタビューによる。

46)　 この年の年忌祭も結局イスラーム暦で行われた。グレゴリオ暦に換算した場合,ヒ ンドゥー

　 暦 とイスラーム暦とでパリ・ラームの昇天日は既に約1ヶ 月ほどずれている計算になる。

47)

48)

49)

50)

51)

ジ ャイ ・プ ラ カ ー シ ュ氏 との2000年8月 の イ ンタ ビ ュー に よ る。

ラ メー シ ュ ・ダル ジ ー氏 との2001年8月 の イ ンタ ビ ューに よ る。

バ リ ・ラ ー ムの 墓 廟 が 今 の 形 を と った の は1998年 の こ とで あ る。

ジ ャム ネ ー シ ュ氏 との2000年8月 の イ ンタ ビ ューに よ る。

もち ろ ん ナ マ ー ズ の刻 限 は 日 の長 さに 応 じて変 動 す る。 そ の 変 動 に 合 わ せ る よ うに ロー
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　　バーンの刻限も変わって くる。

52)後 述するように,こ の墓廟ではヒソドゥーの祭礼が多数とり行われている。言 うまでもな

　　く,ラ クシャー ・バンダンもその1つ である。

53)デ ヴィ・プールには息子が2人 生まれた。次男がジャムネーシュ氏である。彼はマンダル

　　からバスを乗 り継いで6～7時 間ほどのところにあるカーノールという町の私立大学の歴史

　 学の教授である。

54)仏 教 でいう五体投地の姿勢。つま り両腕を耳につけてのば し,足 は閉 じてのぼ して うつぶ

　 せになり,顔 からつま先までを床面に完全につけて恭1頂を表す姿勢。
55)管 見では聖者の誕生日を記念する行事を しているところはない。

56)　 ジャムネーシュ氏との2000年8月 のインタビュー。

57)　 ヒン ドゥーが寺院などで折にふれて行 う,宗 教歌を夜通 し歌 う宗教行事。特にバクティの

　 表現として行われることが多い。
58)　 メーワール地方におけるラクシfi-・ バ ソダンは,他 の地方と同様に,女 性キ ョウダイが

　 男性キ ョウダイの手首にラクシャーと呼ぼれる紐(多 くは金紙や銀紙,セ ルロイ ドや色糸な

　　どの飾 りがついている)を 巻 き,同 時にナ リヤールと小額の紙幣を渡す行事を基本とする。

　　これによって,女 性キ ョウダイが男性キ ョウダイを霊的に守るのと同時に,男 性キ ョウダイ

　 が女性キ ョウダイが嫁ぎ先で出会 う困難から守ることが約束されるという。
59)　 この段落での引用は2000年8月 におけるジャイ ・プラカーシュ氏とジャムネーシュ氏への

　 インタビューによる。

60)　 彼自身スーフィー聖者となるべく修行をし,見 神体験を成就 したと主張 している。それ故,

　 彼は自身をスーフィー聖者の地位を継ぐもの即ちピールザーダ(pirzada)で あると自称 して

　 いる。しか し,彼 らが廟に現れたのはあまりに遅 く,廟 の人気が高まってからであったため,

　 周囲からは廟の財産 目当てではないかと警戒され,彼 をピールザーダとは認めようとしない

　 人々も多い。

61)多 中心化 ・多次元化したババの廟のウルスについては,三 尾(2000b)で 検討を加えた。
62)2001年8月,マ ンダルのデヴィ ・ラール廟におけるデヴィ・ラールの息子たち,弟 子たち

　　とのイソタピューによる。

63)周 知のとお り,ア ヴァタールするのはヴィシュヌ神である。ヴィシュヌ ・ブラフマーとと

　 もに ヒンドゥーの三大神とされるシヴァには化身するとい う属性はない。
64)2001年8月 におけるジャムネーシュ氏とのイソタビューによる。
65)　 ヒンドゥー的要素とスーフィー的要素との 「意図的」融合と 「自然的」融合との対比は,

　 大杉 の解釈するパ フチソの言葉を借 りていえぽ,「 意図的」ハイブリデ ィティと 「有機的」

　 ハイプリディティとの対比に相当するものと思われる(大 杉1999:120-122)。
66)　 ジャムネーンユ氏との2000年8月 のイソタピューによる。

67)ナ ーム氏 との2001年8月 のイソタビューによる。

68)　 ジ ャムネーシュ氏との2001年8月 のインタビューによる。
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